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埋蔵文化財の保護・活用に対しまして、日頃より深い御理解をいただき厚 く御礼申し上げます。

このたび宮崎県教育委員会では、一般国道 10号宮崎北バイパス建設に伴い、前田遺跡の発掘調査を行

いました。本書はその報告書です。

前田遺跡が所在する新名爪 (に いなづめ)地区は、平安時代後期には宇佐宮領新名爪別符が存在した

地として多 くの文献にも名を残しています。前田遺跡はまさにその中央に位置し、地域の歴史を解きあ

かす重要な鍵を内包した遺跡と言えます。今回の調査では古墳時代から江戸時代にいたる各時代の遺構・

遺物が検出されました。中で も、完全な形で出上した 「大足」や 「高千穂八□」の文字が記された本箇

の出土などは特に注目されます。文献が伝える古代 。中世の世界と、現代とをつなぐ貴重な資料です。

本書が学術資料としてだけでなく、学校教育や生涯学習の場で活用され、埋蔵文化財の保護に対する

認識と理解の一助となることを期待します。

調査にあたって御協力いただいた関係諸機関をはじめ、御指導・御助言をいただいた先生方、並びに

地元の方々に心からの謝意を表します。

平成 10年 3月

宮崎県埋蔵文化財センター

所長 藤 本 健 一
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1.本 書は、二般国道 10号宮崎北バイパス建設に伴い宮崎県教育委員会が行つた前田遺跡の発掘調査

報告書である。
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第 I章 はじめに

第 1節 調査に至る経緯

一般国道 10号宮崎北バイパス建設はく昭和46年度に事業化がなされ、翌47年に都市計画決定、48年

度に着工されている。平成 7年 4月 、建設省九州地方建設局宮崎工事事務所長より県指定史跡住吉村古

墳40号 。41号墳 (横穴墓)の現状変更許可申請が提出された。工事予定地 (法面)に指定地番 (宮崎市

大字芳士字平田850-1)の 一部がかかることとなったが、現地の確認により横穴墓に影響はないものと

判断され現状変更許可が出された。平成 7年 9月 、県文化課により前田地区の試掘調査が行われ、低地

部での水田跡の包蔵と微高地部での遺物の出上が確認された。協議の結果、工事着工前の発掘調査が必

要なこと、対象面積の関係から調査は2ヵ 年度にわたることなどが確認された。平成 7年 10月 、宮崎工

事事務所長より県教育委員会あて発掘調査の依頼が提出された。これを受けた県文化課では、平成 7年

11月 13日 ～平成 8年 3月 31日 の予定で発掘調査に着手した。平成 8年度調査分については、平成 8年 3

月に調査依頼が提出され、県教育委員会が受託 し、宮崎県埋蔵文化財センバーが実施 した。調査期間は

平成 8年 4月 4日 ～同11月 5日 までとした。

第 2節 調査の組織

前田遺跡の調査の組織は次の通 りである。

調査主体  宮崎県教育委員会

(平成 7年度) 教  育  長

教 育 次 長

同

文 化 課 長

課 長 補 佐

主幹兼庶務係長

主幹兼埋蔵文化

財第二係長

主事 (調査担当)

調査員 (嘱託) (平成 7年 H月 ～12月 )

(平成 7年 12月 ～平成 8年 1月 )

(平成 8年 1月 ～3月 )

(平成 8年 1月 ～ 3月 )

(平成 8年度)宮崎県埋蔵文化財センター

所     長

副  所  長

庶 務 係 長

調査第二係長

主事 (調査担当)

調査員 (嘱託) (平成 8年 5月 ～ 10月 )

山田昌久 (東京都立大学助教授) 山田渉 (宮崎大学講師)

建設省九州地方建設局宮崎工事事務所

田原直廣

八木 洋

中田 忠

江崎富治

田中雅文

高山恵元

岩永哲夫

東 憲章

宗像大造

井田 篤

米久田真二

谷川亜紀子

藤本健一

岩永哲夫

三石泰博

北郷泰道

東 憲章

黒木欣綱

調査協力
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第 H章 遺跡の位置と環境

前田遺跡は、宮崎市街地の北部、宮崎市大字新名爪字前田に所在する。調査時点では水田として利用

されてお り、一部が宅地 となつていた。現在、国道 10号 と国道219号 の分岐点にあた り、平安時代末に

は、この地区を中心とする一帯には豊前宇佐宮領新名爪別符が成立していた。宮崎市の桜の名所として

知られる垂水公園を最高標高 (120.5m)と する垂水台地から、平野部に向け派生した低位丘陵は、小規

模な谷がいくつ も開析されている。新名爪川のつ くる東西方向の谷と、その東側開口部の沖積地、さら

に南側丘陵の南東部沖積地が水田地帯となってお り、新名爪別符の範囲も大まかには重なるものと思わ

れる。前田遺跡の隣接地には新名爪八幡宮が所在し、中世以来当地域の祭礼の中心となつていた。新名

爪八幡宮文書の新名爪別符肉検取帳写によると、大坪・中坪 。日坪・七郎平・肥後坪などの 「坪」地名や、

坂堤里・青水里・芳士里などの 「里」地名が見られる。このことは、現在確認されていないものの、条

里区画が存在 した可能性を示 している。周辺の丘陵斜面や谷奥の小谷には灌漑用の池が数多 く存在 し、

内検取帳写にも池頭・堤尻・樋渡などの地名が見られる。また、 「迫」地名や 「牟田」地名も多 く残さ

れている。これらのことから新名爪別符の水田景観は、丘陵中の小谷に築かれた人工の堤による溜池に

より灌漑される迫の水田、その下流に広がる丘陵縁辺の平地の水田、その間に点在する低湿地の水田に

より構成されていたものと思われる。

前田遺跡南側の丘陵は、東に延びた丘陵端部が国道 10号 により分断され、現在独立状の丘陵地となつ

ている。この南側および東側斜面には国指定史跡蓮ケ池横穴墓群が立地している。 6世紀中葉から7世

紀代にかけて造営されている。現在までに82基が確認されているが、未開日のものや池水に没している

ものが存在すると思われる。また、国道 10号 を越えて西側に分布は広がると推定されるが、詳細な調査

が行われておらず正確な基数は不明である。蓮ケ池横穴墓群の西方約 3 kmに は池内横穴墓群 (県指定)が、

さらに l km西方には上北方横穴墓群 (県指定)力耳、大淀川右岸、上北方横穴墓群から西方約1.5kmに は国

指定史跡生目古墳群が所在し、群内に5基の横穴墓 (県指定跡江横穴墓 1～ 5号)が存在する。これら

の蓮ケ池～池内～上北方～生目の横穴墓群のラインは、国内における横穴墓分布の最南端となつている。

前田遺跡周辺での発掘調査事例は少ないが、新名爪川の河川改修工事に伴う保木ノ下遺跡の調査では、

中世の水田畦畔が検出されている。さらに一連の工事により、字二月田・字一ノ宮などで古墳時代を中

心とした遺物を含む洪水堆積層が確認されている。

中世の新名爪地区は、宮崎城 (宮崎市池内町)と 佐土原城 (佐土原町上田島)の中間点に位置し、さ

まざまな場面で文献に登場している。 「上井覚兼日記」によると、天正 11年 (1583年 )、 宮崎地頭上井

覚兼が佐土原からの帰路、新名爪で月待の行事をして宮崎城に戻つている。また、翌年の豊後への出陣

に際し、新名爪での軍勢の合流を指示している。また、慶長 5年 (1600年 )、 宮崎城を攻め落とした伊

東勢は、宮崎城の兵を新名爪の3ヵ所に配置し、佐土原勢 (島津勢)を撃退している。

〔参考文献〕

海老澤衷 1979 「日向国における別符の歴史的意義について」 『日本歴史』368号

永井哲雄 1984 「新名爪別符について一、二の考察」 『地方史みやざき論文集』

宮崎県地方史研究連絡協議会
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宮崎県 1993 F宮 崎県史』

宮崎県教育委員会 1986

宮崎県地方史研究会 1977

▼γ基症

前田遺跡

広原横穴墓群

下北方古墳群

2:蓮 ヶ池横穴墓群

6:宮 崎城跡

10:船 塚古墳

資料編 考古2

『保木下遺跡』新名爪川河川改修事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

「今山八幡旧記・八幡御浜出一件諸記録 。新名爪別符内検取帳」

『地方史研究資料』第九集
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保木下遺跡
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第1図 遺閉位置図 (1/50,000)

住吉 1号墳

池内横穴墓群
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第Ⅲ章 調査の概要

第 1節 調査の経過

前田遺跡の調査対象地は、道路および排水用側溝新設地の幅 10～40m、 全長850mの約 1万m2で ぁる。

調査の便宜上、現在の土地区画 (道路や水路による約50mの区画)に合わせて南から I区・ II区 ・Ⅲ区

とし、Ⅶ区まで区分 した (第 2図 )。 造成工事の都合上、 I区からⅦ区を通る工事用仮設道路を敷設す

ることとな り、幅約 15mの範囲で先行して調査を行うこととした。 I区においては、仮設道路幅が調査

対象幅とほぼ同じであつたが、Ⅱ区以降は仮設道路部分を a区、それ以外をb区 とし、 ll a区 ・Шb区

のように表記した。Ⅳ区については、仮設道路が調査区を東西に分断する形となつたため、Ⅳ a区 ・Ⅳ

w区 (西区)・ Ⅳ e区 (東区)と した。

調査は、重機により表土 (現水田耕作土)と 客土層を除去した後、排水と土層断面観察を兼ねて周囲

に溝を掘削した。湧水はじわじわと浸み出す程度で量は多 くなかったが、 2イ ンチの水中ポンプとエン

ジンポンプを常備し排水を行つた。降雨での多量の水に対 しては、 4イ ンチの水中ポンプを用いて対応

した。

仮設道路部分の調査については、調査面積が狭小なこともあ り、土層の把握 と遺構の残存状況把握、

特に最下層水田の状況把握 (いつから水田耕作が始 まったのか)を 主眼として調査を行うこととした。

I区では、小規模な谷地形に営まれた水田耕作の痕跡を確認した。Ⅲ a、 Va、 Ⅵ aの各区では火山灰 (降

下軽石)層が純層で確認され、その直下にパ ックされた水田層を検出した。自然科学分析により、この

降下軽石は霧島火山起源の高原スコリアで、噴出年代は11～ 12世紀代であることが確認された。 Ha、

Ⅳ a区では調査区西側の丘陵裾部が張出し微高地状となってお り、他区で確認された火山灰層の純層は

確認されなかつた。Ⅶ a区 においては、現耕作土下に厚い客土が見られ、その下層から灰白色粘土層が

検出された。この層は、基盤層である宮崎層群の軟質岩層の風化層で、耕作による攪拌の痕跡は認めら

れなかつた。

仮設道路部分の調査終了後、以後の調査について検討した。上層の観察から、前田遺跡では高原スコ

リア降下の11～ 12世紀を前後する時期から水田耕作が開始され、現在まで連綿と耕作が続けられている

ことが想定された。しかし、調査面積 と期間の制約上、全調査区について全層位を精査することは不可

能であり、調査対象を絞ることが必要となつた。検討の結果、最 も面積が広 く土層の状態が良好なⅢb

区については全層位を精査し、他の調査区については高原スコリアを中心に上下の層を精査することと

した。なお、Ⅶ b区 については調査対象から陰外した。

Ⅱb区 。Ⅲ Ib区では、高原スコリア層に覆われた水田面を検出し畦畔状の高まりを数条確認した。Ⅲ

b区では、高原スコリア上層 (耕作によリスコリアを攪拌した混土層)か ら木簡と下駄が出土した。Ⅳ

w区では、溝状遺構を検出した。濤内からは、ほぼ完形に復元される甑と壺、甕、高郷、郷など古墳時

代後期の上師器とともに、完形の木製農具 (大足)が出土した。Vb区・Ⅵ b区では高原スコリアの純

層が確認され、その直下の上層には円形の足跡状の落ち込みが検出された。しかし、土層の観察からは

耕作の痕跡が認められず、上層からの踏み込みの可能性が指摘された。

現地での記録図面の作成のため、仮設道路部分については任意に20m間隔で杭を設置し、国土座標 (X

Y座標)を連結し座標値を算出した。各 b区およびⅣw区・Ⅳ e区 については、XY座標軸に合わせ10

mグリッドを設定した。座標は第H系 による。
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第2図 前田遺跡周辺地形図 (1/8,000)
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調査にはほぼ 1年 を要し、冬の寒風や調査面の凍結、夏の酷暑と土層の乾燥・硬化に悩まされ続けた。

特に梅雨時期の長雨や台風により、調査区全体がたびたび水没 した。低湿地調査の困難さと自然の猛威

を実感した 1年間であつた。

第 2節 基本層序

前田遺跡は、古代以降継続的に水田耕作が続けられてお り、各調査区毎に層序に変化が見られる。上

層の状態はそれぞれの地点での耕作の影響を色濃 く示 したものと思われる。遺跡周辺には河川はな く、

洪水等による土砂の大量の流入は認められない。丘陵裾部の低地に立地するため、降雨等の影響で長期

間にわたる少量づつの土砂の堆積が想定される。そのため、連続する各時期の水田耕作が前の時代の水

田耕作層を攪拌 してお り、各層の畦畔等の残存状態は極めて悪い。遺物の出土状態 も、隔たつた時期の

遺物が同一層位から出土するなどしてお り、各層の時期を明確にし得ない。

前田遺跡で明瞭に観察された火山灰は二種類である。地表下50cmを前後する辺 りに白色の軽石が含ま

れる。これは桜島火山起源の桜島3テ フラ (1471〔文明 3〕 年噴出、通称 「文明の白ボラ」)と 思われ

る。このテフラは耕作による攪拌を受け、数 1 0cmの 厚みの上層に混入している。また、地表下約 lm～

1.5mに は暗灰色の軽石が見られた。これは霧島火山起源の高原スコリア (11～ 12世紀代に噴出)と 思

われる。このテフラは層厚 10cm前後の純層が確認され、さらにその上層への攪拌混入が確認された。こ

のことから高原スコリアに覆われた層の年代は平安時代末期のものと推定される。

前田遺跡周辺の基盤層は、宮崎層群の軟質岩層であり、その風化層である灰白色粘土層が厚 く堆積 し

ている。その上層には泥炭層が形成されてお り、この層からはマコモなどが検出されていることから湿

地の状態にあったものと推定される。高原スコリアはこの泥炭層を覆っている。さらに上層には灰色シ

ル ト層が数層にわたって堆積してお り、鉄分の凝集やマンガン結核の形成が各所に認められた。継続的

な水田耕作が行われたことを示している。文明の自ボラは、著 しく攪拌を受けた状態で検出されてお り、

中世・近世を通して水田が継続され現代に至っていることがうかがわれる。

第Ⅳ章 調査の記録

各調査区毎に遺構と遺物についての記述を行う。土器については観察表を作成 した。調整・文様・色

調等の詳細については表を参照されたい。

第 1節  I区の調査

I区は、調査対象区の南端で、張 り出した丘陵裾に位置する。面積が狭小である上に、重機による造

成が見られたため、攪乱の及んでいない西壁での上層断面の観察のみ行つた (第 3図 )。 4層 に桜島3

テフラ (文明の自ボラ)力司確認された。5-1層 までほぼ水平な堆積を見せるが、それよりも下層では旧地

形の起伏が観察された。隆起した形の13層 には耕作痕が見られず、その両側では耕作による攪拌が認め

られた。 10層以下の層順では耕作痕は認められない。 14・ 15層 は旧地形の傾きにより北へ向かつて上昇

しており、13層 の隆起部と14・ 15層 に挟まれた範囲で水田耕作を行つていた時期が想定される (6・ 8・

9層 )。 5-1～ 5-3層 は本来同一の上層であり、耕作の影響 (水や混入物)に より次第に脱色されていく

状況が観察された。 1区から遺物は出土していない。
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第 1表  I区基本層序注記表

第 3図 I区西壁土層断面図 (1/60)

順序 土 色 土   質 酸 化 鉄 混 入 物 水田土壌 備 考

1-1 黄灰    25Y5/1 シルト 斑紋集積 砂粒 小礫 ○ 現耕作土

1-2 暗灰黄   25Y5/2 シルト 糸根 砂粒 ○ 整地前の耕作土

1-a 暗灰黄   2.5Y4/2 シル ト質粘土 管状 斑紋 小礫 1-2層 に伴う溝

つ
々 黄灰    2.5Y4/1 粘土 斑紋 糸根 黄白色シルト岩粒 ○ 下面やや起伏

3 オリープ黒  7.5Y3/1 粘土 斑 紋 Sz-3(下 部ほど多) ○ 下面起伏

4 オリーブ黒  75Y3/1 粘土 斑紋 糸根 Sz-3を多量に含む

5-1 灰      75Y4/1 粘土 班紋 糸根 O 耕作撹拌による脱色

5-2 オリーブ黒  7.5Y3/1 粘土 O 耕作撹拌による脱色

5-3 黒     7.5Y2/1 粘土 糸根 5■ 、52の母材

6 灰     5Y5/1 シル ト質粘上 糸根 マンガン核 ○

ウ
ｒ オリーブ黒  75Y3/1 シルト 糸根 斑紋 マンガン核

8 灰オリーブ  5Y4/2 シアレト 糸根 斑紋 ○ 下面やや起伏

9 暗オリーブ  7.5Y4/3 粘土 糸根 マンガン核 ○ 下面やや起伏

10 灰オリーブ  5Y4/2 シ,レ ト 斑紋 自・黄の粘土ブロック

暗オリーブ灰 5GY4/1 シル ト 糸根 軟 質

12 オリーブ灰  5GY5/1 粘土 グライ化

13 灰オリーブ  75Y5/3 粘土

14 黒     7.5Y2/1 粘土 硬質 15層 プロックを含む

15 オリーブ黄  7.5Y6/3 粘 土 地山の風化層

Sz-3は桜島第 3テフラ (文 明の白ボラ)
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第4図 Ⅱ区全体図 (1/500)

第 2節  H区の調査

1 遺構

Ha区 (第 5図)は、文明の自ボラを含む 5層 までを除去し6層上面で精査を行つた。その結果、浦

状遺構 1条 と畦畔の痕跡と思われる酸化鉄が帯状に集積 した部分を検出した。浦状遺構は、途中から二

股に分かれてお り、溝底レベルは西から東へ と下つている。自色や黄色のシル ト岩片 (1～ 5 cm大)を

多量に合んだシル ト質上が充満 してお り、洪水等の影響で瞬時に埋まったものと推定される。この溝状

遺構が水田に伴う水路と仮定すれば、溝間や溝側に畦畔が存在した可能性が考えられるが、4-1層 の耕作

のためか畦畔の痕跡は確認されなかった。

Hb区 (第 6図)は、全体的に南西から北東方向へ傾斜している。南西側の一部 (標高15,lm以上)

を除く範囲では霧島火山系の暗灰色軽石 (高原スコリア)が純層で検出された。層厚は5～ 1 0cmで ある。

軽石層を除去すると、下層の黒色粘土層上面に畦畔のわずかな高まりが検出された。N-15° 一W方向

に直線的に延び、東西方向の畦畔が左右に2条づつ見られた。東西方向のものはいずれも数mで消滅し

ている。南北方向と東西方向の畦畔の接続は、一か所で合致 (十字状にクロス)しているが、他所では

約4mのずれが見られる。このため、計測可能な畦畔間の距離は一方で11.5m、 他方で7.4mと 違いを示

している。■b区の北東側ではコンバーラインが近接しており傾斜を示している。高原スコリアもより

厚 く堆積しており、スコリア下面から畦畔は検出されていない。湧水も多い湿地状態であった。一方、

畦畔を検出した付近ではコンバーラインの間隔が広く比較的平坦である。このことから、耕作域と非耕

作域の境がこの辺りに存在したものと推定される。また、 7層上面には径 1 0cm前後の円形の落ち込みが

数多く見られ、高原スコリアが入り込んでいた。牛馬の足跡の可能性が指摘されたが、深さは3～ 5 cm

と浅いものであり、 7層面での耕作に伴うものではなく、6層 よりも上位の水田に伴うものであろうと

-8-
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第 2表  II a区基本層序注記表

順序 土 色 土  質 酸 化 鉄 混 入 物 水日土壌 備  考

l 客土 造成上

2 暗オリーブ灰 2.5GY4/1 シアレト 糸根 ○

3 オリーブ灰  5GY5/1 シルト 糸根 斑紋 Sz-3 マンガン核 ○

4-1 暗オリープ灰 5GY4/1 シル ト 糸根 斑紋 Sz 3 マンガン核 ○ 下面やや起伏

4-2 暗オリーブ灰 5GY4/1 シアレト 斑紋 糸根 Sz-3多  マンガン核 ○ 下面起伏

5 灰オリーブ  5Y4/2 シルト質粘土 糸根 Sz-3多  マンガン核 ○ 下面やや起伏

5-a 暗灰黄   2.5Y4/2 シルト 白・黄色シル ト岩粒 5層 に伴う清

6 灰オリープ  5Y4/2 粘土 糸根 マンガン核多 ○

7 オリープ灰  5GY6/1 粘 土 糸根 斑紋 マンガン核 弱グライ化

Sz-3は桜島第 3テ フラ (文 明の自ボラ)

0          1         2m

第5図  II a区平面図 (1/250)、 東壁土層断面図 (1/60)
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溝上層断面 (1/60)

5～ 7層は第 2表に準拠
8層は灰色粘上 (7.5y 5/1)

第6図  IIb区平面図 (1/250)
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第7図  II b区検出上坑 (1/80)
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推定された。

その他、Ⅱb区では溝状遺構 1条と土坑4基を

検出した。溝状遺構はHa区からの延長と思わな

傾斜にしたがつて浅くなりHb区中央で消える。

上坑は、高原スコリア直下で検出した (第 7図 )。

4基が整然と並んでおり、プランは長方形のも

のと方形のものが見られる。いずれも5～ 10cm

と浅 く、埋土は灰オリーブのシル ト質土単一で

ある。用途不明。

2 遺物 (第 8図 )

第8図  H区出土遺物 (1/3)

遺物はHa区からのみ出上 している。全体に

小片が多く図示し得るものは少ない。 とは須恵

器の捏鉢である。日縁は肥厚しない直口縁であるが、日唇部が内外にやや張り出す。2～ 4は端反りの

青磁碗である。2は端反り、3は連弁の陰刻を持つ。4は高台内に蛇の目釉剥ぎが見られる。見込みに

刻圏線と印花状のものがわずかに見られるが、欠損のため明瞭ではない。5は青磁皿で、内面に刻線が

認められる。6は自磁碗で、体部外面に運弁様の縦方向のケズリが施される。
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Ⅲb区

Ⅲa区

第9図 Ⅲ区全体図 (1/500)

0           10          20m
i

第 3節 Ⅲ区の調査

1 遺構

Ⅲa区は、東壁で土層を観察した (第 10図 )。 2～ 5層の各層で畦畔 (疑似畦畔)状の高まりが観察

された。 6層 は高原スコリアの純層である。 5層 は高原スコリアを多量に合んでおり、スコリア降下後

の復旧水田層と推定される。スコリアを除去した7層上面で、約90° の角度でつながると思われる2条

の段落ちが検出された。段落ちの高低差は約10cmで 、それぞれの方向はN-40° 一Wと N-62° 一E

である。これらはスコリア降下前に営まれた水田区画に一致するものと思われ、現在の地割からほぼ45°

振れている。

Ⅲb区は、現耕作上除去後に各層を精査したが、明確な畦畔の痕跡を確認し得たのは4層上面である (第

11図 )。 文明の白ボラをわずかに含み、糸根状・管状の酸化鉄斑紋が観察される。南北方向に2条 (う

ち 1条は酸化鉄の集積として検出)、 東西方向に3条の畦畔を確認した。畦畔 1は N-7° 一Eに延び

るが、途中で西に大きく膨らむようtご 湾曲する。その最大幅は6.5mで ある。畦畔2は、畦畔とが西に湾

曲している間に検出され、方向は畦畔 1の直線部分に一致する。畦畔3は畦畔 1から東に延びるもので、

若千のカーブが見られるが概ねN-75° 一Wの方向を示す。畦畔4・ 畦畔5は ともに畦畔 1か ら東に延

びるもので、それぞれN-81° 一W、 N-82° 一Wと ほぼ直角に接続する。水日は畦畔 1と 畦畔3の接

続部付近に lヵ 所認められた。畦畔3・ 4間、畦畔4・ 5間 はともに19mと一致している。

Ⅲb区では、 6層の高原スコリアが全面に確認された。スコリアを除去し7層上面で精査した状況が

第12図 である。北西部で段落ちが確認された。高低差は10～ 15cmで ある。緩やかな弧を描 くものの、

基本的にはⅢa区で確認された段落ちと方向を同じくし、それぞれを延長した場合の平行する段落ち間

の距離は約8mと なる。その他には明確な畦畔は検出されなかったが、微地形の観察によると南西部と

-13-
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第10図  Ⅲa区平面図 (1/250)

北西部がやや高 く、 コンパーラインはほぼ90° の角

度でつながっている。 Ⅲ b区中央部では、コンパー

ラインの間隔が広が り比較的平坦な状況を示している。

2 遺物 (第 13図 ～第 15図 )

遺物の多 くは、Ⅲ b区 4層上面および 4層掘 り下

げ時に出上 している (第 13～ 15図 )。 7～ 9は須

恵器である。 7は小振 りの長頸壺の日縁～頸部で、

胴部 との接合部 に放射状 の粘上 の弛みが見 られ る。

顎部内径は 1,9cmと 細 く、段を有する日縁はやや外

傾し短 く立ち上がる。 8は甕の日縁で、風化が著し

いが日縁部下に櫛描波状文が残る。9は捏鉢の日縁で、

若千の肥厚を見せる。 10は青自磁の合子蓋で、天部

に花弁が陽刻され、その周囲に放射状の刻線が施さ

れる。11は龍泉窯青磁碗で、体部内面に蓮華文を陰

刻する。 12～ 14は青磁碗の日縁部である。 12は 内

湾する日縁外部に刻線文が施される。 13・ 14は 端

反 りである。 15は青磁碗の底部で、見込みに印花と

圏線、高台内に蛇の目釉剥ぎが見られる。 H区出土

の4と 同形で、手法・釉の色調 も同じである。同一

製品 (別個体)と 思われる。 16イま白磁碗で、日縁は

玉縁となる。 17・ 18は 白磁皿である。17に は、見

込みに重ね焼きの目跡が残 り、高台は切 り高台である。

18は碁筍底である。 19～ 27は染付である。 19は肥

前の碗で、体部外面 と見込みに円文と圏線が見られ、

見込みに蛇の目釉剥ぎが施される。20は薄手の端反

り碗で、体部に草花烏文が見られる。21は薄手の碗

で、日唇部を平 らにカットしている。22～ 26は 肥

前系碗の底部である。22は八橋梅樹文を描 く。23

は見込みに蛇の目釉剥ぎが施される。24は見込みに

唐草文、25は 見込みに印花文を描 く。26は重ね焼

きの跡が残 り、その周囲の釉薬が泡立ちを起こして

いる。27は 草文を描 く肥前系の猪日である。28～

88は 陶器である。28は備前甕の日縁で、折 り返し

の玉縁日縁である。29イよ壺の日縁で、内外面に灰オ

リーブの施釉が見 られる。日縁外面に凹線を持つ。

30は体部施釉の碗で、低い逆台形状の高台を持つ。

-14-
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第11図  Ⅲa区東壁土層断面図 (1/60)

第 3表 Ⅲa区基本層序注記表

l慎序 土 色 土  質 酸 化 鉄 混 入 物 水田土壌 備 考

1 黄灰    25Y5/1 シタレト 斑紋 /1ヽ礫 ○ 現耕作土

2 オリーブ灰  5GY5/1 シルト 糸根 斑紋 Sz-3 黄色シル ト岩粒 ○

3 灰      75Y4/1 ンタレト 糸根 Sz-3 ○

灰     7.5Y5/1 シルト 糸根 管状 Sz-3 ○

5 灰     7.5Y4/1 シル ト質粘土 糸根 Kr―ThS(下部ほど多) ○

6 オリーブ黒  7.5Y3/1 軽 石 Kr―ThS純層

オリーブ黒  5Y3/1 粘土 糸根 マンガン核 ○

8 灰オリーブ  5Y5/2 シル ト 糸根 斑紋 マンガン核 白色シルト岩粒

9 灰オリーブ  5Y6/2 ンル ト質粘土 斑紋

10 暗オリーブ灰 5GY4/1 粘土 斑紋 弱グライ化

灰     7.5Y5/1 粘土 グライ化

Sz 3は桜島第 3テ フラ (文 明の自ボラ)、 Kr―ThSは霧島火山系高原スコリア。
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第15図 Ⅲ区出土遺物 (2)(1/3、 41のみ1/1)

無釉の部分 (見込み部と底部外面)は墨を塗ったような色調であり、内外面ともにムラが見られないこ

とから、施釉前に下地剤として器面全体に施されたものと思われる。3Hま 陶胎染付の小皿である。内外

面に暗オ リーブ灰色の施文が見られる。32は小皿で、内面に鉄釉、外面には鮮やかな緑の釉が見られる。

38は在地系のす り鉢である。 8本単位の櫛目が間隔をおいて施される。34は土師質の皿である。底部か

ら直線的に短 く立ち上が り先細 りの日縁となる。風化が著しく、底部の切 り離し痕は観察できない。35。

36は焙烙である。外面に厚 く煤が付着する。37・ 38は増蝸とふいごの羽口である。ともに鉱滓が付着し

ている。図示はしてないが、同じⅢb区から鉱滓塊 も出上してお り、付近に何らかの鋳造関連施設が存

在した可能性が指摘される。なお、ltf蝸 。ふいごの羽日・鉱滓塊の 3点 について蛍光 X線分析を行った。

増鍋の内面からは他に比してやや高い値のCu(鋼)が計測されている。鉱淳塊はほとんどの成分がSi02

(シ リカ)で、Fe(鉄)の値も高かつた。鋳造物の断定をするには至らなかつた。39は軒桟瓦の小丸部

である。瓦当面は左巻き連珠巴文である。平瓦部は剥離しているが、接合のための縦横の刻み目が観察

される。40は寛永通費で、裏面上部に文字が見られるが磨滅のため判読し得ない。

41～43は、高原スコリア下層の 7層から出土したものである。41は 白磁碗の底部で、体部下部の刻圏

線で割れたものと思われる。底部形状から玉縁日縁の碗と推定される。42・ 43は土師器のlTXで ある。い

ずれも風化が著しく調整は不明瞭であるが、42底部にはヘラ切 りの痕跡がわずかに残る。

44は 下駄である。現存長18.6cm、 幅 9,7cm。 裏面には歯が見られず、いわゆる庭下駄と思われる。

表面左側 (親指とその付け根部分)に使用による擦れが観察されることから右足用と推定される。材は
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コウヤマキである。

45は木簡である。現存の長さ・幅・

厚みは、21.lcm。 3.7cm・ 0.8cmで あ

る。材 はスギである。上端 は切断、

下端は折れている。右側は切断後削

り (面取 り)、 左側は木目に沿つて

割れている。墨書は表面にのみ書かれ、

「高千穂八□」 と釈読される。裏面

には切断加工時の工具痕が斜めに残る。

46～48は鉄製品である。形状は

46が馬蹄状、 471ま 藝状、 48は板状

であるが、いずれも用途は不明である。

44～48は 4層中からの出上である。

第4節 Ⅳ区の調査

1 遺構

Ⅳa区

Ⅳ a区 は、西壁で土層を観察した (第 17図 )。 3～ 6層 に文明の自ボラの混入が確認されたが、高原

スコリアは確認されていない。Ⅳ区全体が微高地となつてお り、降下後の風雨等により流出した可能性

が考えられる。 7層上面と8層上面で精査を行つた (第 16図 )。 7層ではN二 15° 一E方向に延びる畦

畔と、そこから東へ約90° 振れた畦畔 2条 を検出した。 2条の東西方向畦畔間の距離は約 9mである。

8層では2条の畦畔を検出した。畦畔 1は、N-10° 一E方向に延びる。畦畔 2は、畦畔 1に直交する

N-80° 一W方向に延び、途中でN-25° 一E方向に向きを変えている。この面では、小ピット状に下

層の青灰色粘土ゃ鉄分の凝集が見られる部分があつた。これらは検出された畦畔に沿うものも見 られ、

畦畔 1・ 2に 区画された範囲に偏る傾向が認められた。

Ⅳ e区は、 7層上面で精査を行った (第 18図 )。 3条の段落ちが見られ、うち2条は約80cmの間隔で

平行に検出されている。N-33° 一Eか らN-15° 一Eと 緩やかにカーブしており、 2条 目のものから

は東に向け畦畔が延びている。畦畔には水口が設けられている。北東部には3条 目の段落ちが見 られ、

方向はN-7° 一Eを示す。 3条の段落ちは、いずれも5～ 10cmの高低差である。

Ⅳw区 (第 18図 )は、西から張 り出した丘陵裾部にあた り微高地となつていた。そのためⅣ a区、Ⅳ

e区 とは若千異なる土層の堆積が観察された。比較的浅い層順 (客上下約50cm)で黒色粘土層が検出さ

れ、また黄灰色ンル ト岩層 (地山)力弐表出した。これらはⅣ a区土層断面の10。 11層 に対応するものと

思われる。Ⅳw区南西部で浦状遺構を検出した (第 19図 )。 約25mの長さで検出され、検出面での最大

幅 1.3m、 最大深 0,7mを 計る。埋上は大きく5層 に分けられ、最下層に小礫を多量に含む砂質シル ト

層、その上方に砂粒を多 く含むシル ト質上が堆積していた。砂とシル ト質粘上の細互層も見られたこと

から、水流の影響で埋没したものと推測される。遺物は最下層からのみ出上し、 6世紀後半の上師器や

木製品が見られた。上師器は、完形の甑をはじめ壺・甕・高lTA・ 郷 。鉢である。木製品は、完形の大足

や加工痕を持つ棒状品である。

0          10         20m
i

第 17図 Ⅳ区全体図
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ｏ
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第 4表 Ⅳa区基本層序注記表

順序 土 色 土   質 酸 化 鉄 混 入 物 水田土壌 備 考

1 客土 造成土

2 灰オリーブ  5Y5/2 シタレト 白・黄色シル ト岩粒 ○

3 灰     75Y5/1 シルト 糸根 斑紋 Sz-3 ○

4 灰     75Y6/1 シアレト 糸根 斑紋 Sz 3 マンガン核 ○ 下面やや起伏

5 灰     5Y4/1 シルト 糸根 膜状 斑紋 Sz-3 マンガン核 ○ 下面やや起伏

6 灰 75Y4/ シルト質粘土 糸根 斑紋 Sz-3 ○

6-a 灰 75Y4/ シルト 斑紋 砂粒 黄色シルト岩粒 6層に伴う溝
７
′ 灰     7.5Y5/ シルト 糸根 斑紋集積 マンガン核 ○ 下面起伏

7-2 灰     7.5Y5/ シルト 糸根 斑紋 マンガン核多 ○ 下面起伏

8 灰      75Y4/ 粘 土 糸根 斑紋 マンガン核多 ○

9 暗オリーブ灰 5GlF4/1 粘 土 斑紋 糸根 マンガン核

10 黒      75Y2/1 粘土 糸根 マンガン核少 年代測定サンプル

黄灰    2.5Y4/1 粘土 斑紋 糸根

12 灰 N5/ 粘 土 グライ化

13 灰 N6/ 粘 土 グライ化

Sz-3は桜島第 3テフラ (文 明の白ボラ)
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砂粒・酸化鉄班紋

砂粒を部分的に多く含む、酸化鉄多

砂粒を多く合み、一部にラミナが見られる

③よりも若千青みがかる

砂を多く含む ラミナ 酸化鉄少

砂をさらに多く含む ラミナ 酸化鉄少

1～3cm大の礫を多量に含む 土器群・木製品が出土

褐灰色

灰色

灰色

灰色

灰色

灰色

灰色

10VR4/1 シルト質粘土

N61   シルト質粘土

N61   シルト

N61   シルト

N51   シルト

N51   シルト

N51   砂質シルト

0           1          2m

第21図 Ⅳw区大足出上状況 (1/40)
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2 遺物 (第20図～第24図 )

49～ 65はⅣa区の 7-2層 より上位の層順から出上した。49は土師器の高邪である。短脚で裾部は大き

く開く。50～ 53は須恵器である。50は壺の日縁で、日唇部下 lcmに 凸線がめぐる。511ま蓋で、日縁端

部を短く折り曲げる。52・ 5Sは捏鉢で、肥厚する日縁部は52が丸みを持つのに対し、53は断面三角形

状で段を有し口縁帯を形成する。54は青磁碗で、玉縁日縁である。55～ 57は 白磁の小邪である。55は

端反り口縁、56は底部外面露胎、57は体部に稜を持つ。57の高台内には 「八」の墨書が見られる。58

は常滑の甕で、肩部にスタンプ文が見られる。59は施釉陶器の碗で、外面には鮮やかな緑の釉が施され

る。60tキ芦手の作りで、内外面に丁寧なミガキが見られる。緑釉陶器の可能性が高いが、風化のため釉

が剥離しており高台の付け根部にわずかに観察されるに過ぎない。現状での色調は、胎土の灰と下地剤

の浅黄が斑に見られる。61・ 62は土師器の邪である。62は 円盤状の高台を持つ。63・ 64は布痕土器で

ある。円錐形の器形となる。外面は粗いナデ、内面に布圧痕が見られる。塩の生産 。流通に関わるもの

と考えられている。65は鉄製品である。下縁を刃部とする蒲鉾形のもので、上縁部付近に鍔状の鉄板が

取りつく。

66～ 76はⅣw区出土である。66は土師器甑の把手である。67～69は須恵器の郷蓋である。67は擬似

宝珠のツマミを有する。日縁端部を折り曲げ、浅い沈線を施す。70,71は須恵器の邦で、71はやや斜め

に張る高台を持つ。71はシャープさに欠ける厚みのある高台である。72は鉢形の須恵器の日縁部であろ

う。折り返した日縁帯にカキロを施す。73は 壺の頸部付近の破片であろう。内面に同心円の当て具痕、

外面は平行夕方キの後をカキロにて調整している。外面に壺の口縁部が融着している。このことから、

壺の破片を二次利用し焼成時の台として用いたものと推定される。74は青磁碗の底部である。高台内は

露胎である。高台外面に、ヘラ状工具による斜めの連続刻みが施される。75。 76は土師器邦である。と

もに円盤状の高台を有し、ヘラ切り後のナデ調整が認められる。

77は、Ⅳe区出上である。青磁碗で、体部外面に陰刻による蓮弁文が施される。

78～ 121は、Ⅳw区濤出上の遺物である。78～ 118は土師器、119～ 121は木製品である。78～

82は甕であると78・ 79は屈曲する頸部とやや外反気味の日縁部を持つ。器面は粗いナデ調整で、粘上の

輪積み痕を残す。80～ 82は、明瞭なくびれを持たずわずかに外反する日縁を有する。83～ 93は壼であ

る。83・ 84は、張りのない肩部から曲線的に屈曲する頸部、短く外反する日縁部へと続く。85は接点が

見られないものの84と 同一個体である。段を有する底部と張りのない胴部で、粗いナデ調整である。底

部外面にヘラによる刻線が見られる。本の葉底を意識したものか。86は小さな平底となるが、器壁の厚

みや胴部の張りを考慮すると比較的大型の壼となろう。87～ 89イま10cm程度の平底となり、やや外反し

ながら胴部に続く。90,91はやや丸みを持つ厚手の底部である。92・ 93は木の葉底を意識したヘラに

よる刻線が見られる。94～ 96は器種を限定し得ないが、底部外面に葉脈圧痕あるいはそれを模したヘラ

刻線を施したものである。97は牛角状把手を有する甑で、ほぼ完全に復元される。粘上の輪積み痕を明

瞭に残す。98～ 102は高lTXで ある。100は 円柱状の脚を持つ。他は伏鉢状の脚部を有するものである。98・

102は 内湾気味、99は大きく外反する。103～ Hlは郷である。103・ 104は 口径に対して器高が低く、

皿状の器形である。日縁部下に不明瞭ながらも稜を有し、外器面に粘上の輸積み痕を残す。105～ 109は

丸みのある体部にやや内湾気味の日縁部を持つもので、日縁部下に稜を有する。110・ 111は外反する日

42tを 持つ。H2は鉢である。径4.6cmの平底外面にはヘラによる刻線が見られる。日縁部はわずかに外傾

する。H3～ 118は器種不明確な底部である。113～ 116は底部外面にヘラ刻線を持つ。
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119。 120は木製品である。 119は 匙状で、現存長 19,2cm、 幅2.6cm、 厚 1.lcm。 右縁が割れている。

5.5× 2.0(+α )cmの範囲で0,7cmの深さのくり抜きが見られる。 1201ま 加工痕を持つ棒状で、現存長

28.2cm、 幅1.5cm、 厚0.8cm。 2点 ともに材はヨウヤマキである。

121は大足である。最大長84.8cm、 最大幅47.3cm。 2本の枠木の間に10本の横桟木を渡し、足を乗

せる下駄状の板を中央部に設置したものである。水田土中への緑肥の踏み込みや代掻きに使用されるも

のである。下駄部は、両端からそれぞれ4本 目の桟木にホゾ穴を抜いて固定されている。長方形の孔が

2ヵ 所に設けられ、桟木ホゾ穴への差し込み部とこの二孔に紐を通すことにより足を固定したものであ

ろう。枠木と桟木の接合法は、桟木の両端のものと下駄部を固定するものの計 4本が、枠本に設けられ

た4ヵ 所の貫通孔に差 し込まれ、木釘により固定されている。その他の桟木は、枠木に彫られた未貫通

孔に差し込まれている。つまり、 2本の枠木で 6本の桟木を挟み、 4本の桟木を木釘で固定することに

より全体の形状を保っている。下駄部を乗せる中央 2本の桟木は、下駄部との接地を考慮し上面は平 ら
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に削られている。枠木と桟木の接合部には、桟木の

差 し込み部分を巻 くように薄い板状片が差 し込 まれ

ている。詰めものをすることで、揺らぎを無 くし強

度を増すためのものと思われる。 10本 の桟木は全て

断面菱形に成形されている。上中へ踏み込み、 また

引 き上 げる際の抵抗を減 らすための工夫であろう。

枠木の四隅はいずれも他の部分と比べ細くなっている。

この部分に紐を掛け、手で引いて上中より大足を引

き上げた ものと思われる。この大足に使用された材は、

下駄部が コナラ属アカガシ亜属で、他は木釘や詰 め

ものの板状片 も含め全てコウヤマキである。

第 5節 V～Ⅶ区の調査

1 遺構

V区で は 5層 に高原ス コ リアの純層 が見 られ た

(第25図 )。 スコリアを除去 し6層上面で精査を行っ

Ｂ

Ｉ
Ｉ

生___一 =_二 _十 ~~十 ~~――_――-7年
0       1      2m

第27図 V区全体図 (1/500)、 Va区東壁土層断面図 (1/60)

第 5表 Va区基本層序注記表

順序 土 色 土  質 酸 化 鉄 混  入  物 水田土壌 備 考

1 客土 シルト ○ 現水田耕作土

2 灰    5Y4/1 シル ト質粘土 糸根 Sz-3 黄色シル ト岩粒 ○

3-1 灰         75Y4/1 シルト質粘土 糸根 斑紋 Sz-3 マンガン核 ○ 下面起伏

3-2 灰      75Y4/1 シルト質粘土 糸根 斑紋 ○

4 暗灰 N3/ 粘土 Kr ThS多 ○

5 暗灰 N3/ 軽 石 Kr―ThS純層

6 黒 N2/ 泥炭 ○ ? 下部にはラミナが見られる

7 灰 N4/ 粘土 弱グライ化

Sz-3は桜島第 3テ フラ (文 明の自ボラ)、 Kr―ThSは霧島火山系高原スコリア。
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た。Va区で高低差約 10cmの段落ちを 1条検出した (第26図 )。 N-20° 一Wの方向に延びる。 6層

は黒色の泥炭質上で、層下部にはラミナが観察される。層の形成期には湿地の状態であつたと推定される。

Vb区では、 6層上面で精査した後、南半部のみ 7層上面まで据 り下げた。いずれの面でも畦畔等の遺

構は確認されなかつた。

Ⅵ a区・Ⅵ b区では、 7層 に高原スコリアが確認されたが、純層ではなく耕作による攪拌を受けた状

態であつた。上部と下部で細分し、よリスコリアの多 く含まれる下部を7-2層 とした (第 29図 )。 平面精

査では確認し得なかつたが、土層断面の観察では7-2層 に畦畔状の高まりが見られた。7-1層水田の疑似

畦畔 Bと 思われる。 8層上面で精査を行つたが、遺構は確認されなかつた。 8層 は黒色の泥炭質上で、

層下部にはラミナが観察される。層の形成期には湿地の状態であつたと推定される。

Ⅶ区では、調査区北半部で現耕作上下に大規模な客土造成が見られた。客上の見られない南半部では、

地表下約50cmに暗灰色の泥庚質上が堆積する。この層は、ラミナが発達している。これより下位の層に

は、灰色や青灰色の粘上が見られた。基盤層であるシル ト岩層の風化土と思われ、耕作の痕跡は確認さ

れなかつた。上層断面 E一 F間では、落ち込み状の上層堆積が確認された (第 30図 )。 a～ gの層序は、

この範囲にのみ見られたものでⅦ区全体の層序には対応しない。この落ち込みは人為的なものではなく、

流水等の作用によるものと推定される。丸太杭が見られたが、丸鉄釘が打ち込まれてお り近現代のもの

と思われる。

2 遺物

122・ 123はVa区高原スコリア上層の出上である。122は須恵器提瓶の日縁～頸部で、内径2.2cmの

短い頸部から大きく外反し日縁となる。123は土師質の鍋である。日縁部下に幅1.3cmの鍔を有する。断

面の観察では、下方から延びた胴部を外に折 り曲げ鍔とし、拡張部的な日縁を継いでいるように見られる。

あるいは、胴部成形時に巻き上げた粘土紐の接合部が割れ日に表れている可能性 も指摘される。胴部外

面および鍔下面には煤が厚 く付着している。 124・ 125は Va区高原スコリア下層で出上した。
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124は須恵器の邦で、径 10,3cmと 比較的

150m 大振 りの高台を持つ。高台畳付にわずか

なヘラ状厚痕が見られる。125イま須恵器

甕の胴部片であるが、二片が融着している。

二片の外面調整を比較すると、外側のも

のは格子ロタタキ、内側のものはハケロ

)  調整であ り、明らかに別個体のものが融

着 していることが判る。こうした ものが

150m 製品 として流通す ることは想定 し難 く、

用途は不明である。

126は Ⅵ b区高原スコリア上層出上の

下駄である。裏面には歯の部分が削 り出

されている。材はコウヤマキである。

127～ 129イよⅦ区出上の上師器である。

127・ 128は 接点が見られないものの同一

個体である。比較的薄手の作 りの丸底重

である。風化のため調整は不明瞭である。

129は高邪脚部である。器壁は風化のた

め剥離が著 しい。円筒形の脚部に半球状

の粘土塊を差 し込む形で郵部を接合させ

たものと思われる。

―一――――――__一十~~~皇 ~十~~~~イ ーーーーーー十~

Ｅ

Ｉ
Ｉ

150m

0       1      2m

第29図 Ⅵa区西壁土層断面図 (1/60)
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第 6表 Ⅵa区基本層序注記表

順序 土 色 土  質 酸 化 鉄 混  入  物 水田土壌 備 考

l 黄灰   25Y5/1 シル ト 斑紋集積 /1ヽ礫 ○ 現水田耕作土

2 灰オリーブ 5Y5/2 ンル ト 糸根 斑紋 Sz-3 白・黄色シル ト岩粒 ○

黄灰   25Y4/1 シル ト 糸根 膜状 斑紋 Sz-3 黄色シル ト岩粒 ○

4 灰オリーブ 75Y5/2 砂質シル ト 糸根 斑 紋 Sz-3 黄色シル ト岩粒 ○

5 灰     5Y4/1 粘土 糸根 砂 白色シルト岩粒 ○ 疑似畦畔B(3層水田)

6 黄灰   25Y4/1 粘土 糸根 斑紋 マンガン核 Kr ThS少 ○ 疑似畦畔B(5層水田)

7-1 灰     5Y4/1 粘 土 斑紋 Kr―ThS ○

7-2 灰     5Y4/1 粘土 Kr ThS多 ○ 疑似畦畔B(71層 水田)

8 黒 N2/ 泥炭 下部にはラミナが見られる

9 灰     75Y4/1 粘土 斑紋 植物遺体 グライ化

10 灰    75Y5/ユ 粘 土 グライ化

オリーブ灰 5GY5/1 粘土 グライ化

Sz-3は桜島第 3テフラ (文 明の白ボラ)、 Kr―ThSは霧島火山系高原スコリア。
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第 7表 Ⅶ区基本層序注記表

順序 土 色 土  質 酸 化 鉄 混 入 物 水田土壌 備 考

1 黄灰    25Y5/1 シルト 斑紋集積 小礫 ○ 現水田耕作土

つ
ａ 客土 造成土

3 灰オリーブ  5Y5/2 シル ト 糸根 自・黄色シル ト岩粒 ○

4 灰      5Y5/1 ンルト 糸根 斑紋 Sz 3 白・黄色シルト岩粒 ○

5 灰     10Y4/1 シルト 糸根 白色シル ト岩粒 ○

6 漂こ,灰       25Y4/1 シル ト質粘土 糸根 斑紋 Kr―ThS ○ 下部ほどKr ThS多

7 暗 灰 N3/ 泥炭 ラミナ

8 灰      5Y6/1 粘土 斑紋

9 灰 75Y5/1 粘 土 糸根 管状

0 灰オリーブ  5Y6/2 粘土 若千の砂粒

1 青灰    10BG6/1 粘 土 グライ化

2 灰 N4/ 粘 土 グライ化

3 青灰    10BG5/1 粘土 若千の砂粒 グライ化

a 黄灰    25Y5/1 シルト 糸根 斑紋 Kr―ThS マンガン核

b 灰      5Y4/1 粘土 斑 紋 Kf―ThS マンガン核

C 晴オリーブ灰 5GY4/1 シルト 斑紋 Kr―ThS

d 灰     10Y5/1 シル ト質粘土

暗灰 N3/ 粘 土

f 灰       10Y4/1 粘土 若千の砂粒

g 緑灰    7 5GY5/1 粘土

Sz-3は桜島第 3テ フラ (文明の自ボラ)、 Kr―ThSは霧島火山系高原スコリア。
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第31図  V・ Ⅵ・Ⅶ区出土遺物 (1/3)
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第 8表 前田遺跡出土遺物観察表 (1)

物
　
号

重爆
　
番

種 別

種
　
位

器
　
部

出 土

地 点

法 量 (cm) 手法・調整・文様ほか 色   調

胎 上 の 特 徴 備考
口 径 底  径 器  高 外  面 内  面 外 面 内 面

1 須恵器
程 雰

口 縁
Ha区 ナデ 自然釉 ナ デ 灰 灰

5mmの 乳 臼色 の 礫
lβmゐ ″ 符 落攀

2 青磁 碗
鵡

Ha区 施 釉 施 釉 明オリーブ灰 灰 自 精 良 端反

青磁 碗
強

Ha区 蓮弁 施 釉 施釉 緑 灰 灰 白 精良

4 青磁 碗
曲

Ha区 67 施釉 貫入 刻圏線 施釉 貫入 オリーブ貰 灰 白 精良

5 青磁 皿
”

Ha区 施釉 刻線 施釉 オリーブ 灰 白 精 良

6 白磁
碗 Ha区 施 釉  貫 入

施釉 貫入 灰 白 灰 白 精良

7 須恵器
口 縁 ～ 璽 部

Ⅲb区 70 横ナデ 横ナデ 接合痕 灰 黄灰
4mmの 灰 自 の 礫

1 5mm以下の灰白異掲の砂対

8 須恵器 一更弾
Ⅲb区 横 ナ デ

横ナデ 灰 白 灰 白 05～3mmの黒い砂粒

9 須恵器
こね鉢 Ⅲb区 横ナデ 横ナデ 灰 灰

0 5mm以下 の 自い砂粒

10 青白磁
言 十 五

日 縁
Ⅲb区 疱釉 貫入 陰刻 施釉 貫入 釉はぎ 灰 白 灰 白 精良

青磁
例

イ太獣 彰 I言 ‐R
Ⅲb区 56 疱釉  貫 入

施釉 貫入 陰刻 オリーブ灰 灰 精良 等卑豊

青磁 碗
醇

Ⅲb区 11 6
釉

獣

疱

∝

口 縁
施 釉 llオ リーブ灰 灰 白 精 良

13 青磁 例臨
Ⅲb区 疱釉 貫入 施釉 貫入 緑 灰 灰 白 精良 端反

14 青磁 碗
瞼

Ⅲb区 地釉 施 釉 灰オリーブ 灰 白 精 良 端反

15 青磁 碗
［

Ⅲb区 64 題 柏  高 台 内
施釉 印花 刻圏線 灰オリーブ 灰 自 精 良

16 白磁 碗
酪

Ⅲb区 地釉 施 釉 灰 白 灰 白 0 5mmの黒い鉱物泣 玉 緑

17 白磁
皿

口 緑 ～ 底 部
Ⅲb区 93 51 2 15 施釉 貫入 切高台 施釉 貫入 目跡 灰 白 灰 白 精 良

18 白磁
皿

回 綴 ～ 廣 黙
Ⅲb区 1055 38 28 施釉 貫入 露胎 施釉 貫入 刻圏線 灰 白 灰 白 精 良

19 染付
碗

Ⅲb区 1095 43 5 15 疱釉 露胎 丸文圏線
蛇ノロ釉はぎ 施釉

灰 白 灰 白 精 良 肥前系

20 染付 珈齢
Ⅲb区 施釉 草花鳥文 施釉 灰 白 灰 白 精 良 端反

21 染付 碗
齢

Ⅲb区 施釉 施釉 灰 白 灰 自 精 良

22 染付
碗 Ⅲb区 36

釉

村

施

島

八 橋 梅 頭 文
施釉 貫入 灰 白 灰 白 精 良 lB前系

23 染付
19E

胴 部 ～ 底 部
Шb区 38 施釉 圏線 畳付 露胎

朋巴41H  E割 が■

蛇 ノ ロ釉 は ぎ  露 胎
灰 白 灰 白 精 良 lB前系

24 染 付 碗
醐

Ⅲb区 施釉 圏線 絶釉 見込み 唐卓文 灰 白 灰 白 精 良 lB前系

25 染付 碗
［

Ⅲb区 37 施釉 貫入
施 釉  貫 入  圏 線 明 縁 灰

灰 白
灰 自 精 良 lB前系

26 染付 碗螂
Ⅲb区 61 施 釉 施釉 日跡 見込み 草文 灰 白 灰 白 精 良 lB前系

27 染付
猪 口

猟 部 ～ に 部
Ⅲb区 4.1 施THI 草文 畳付 露胎 施釉 明緑灰 淡橙 精 良 lB前系

28 陶器 甕
臨

Ⅲb区 横 ナ デ  自 然 釉
横ナデ 灰褐 褐灰 2 5mm以 下の自色淡貰色桂色trlvl地 備前

29 陶器 壷
聯

Ⅲb区 施釉 口縁外部 凹線 施釉 灰オリー 灰 2 5mm以下の黒色淡貰色のひ池

30 陶器 阿
劇

Ⅲb区 つ
と

食
∪ 施釉 露胎 施釉 見込み 露胎 灰 灰 白 lmm以下の黒灰褐色の砂粒

31 陶器 皿
鵡 嘩い

施 釉 施釉 釉はぎ
晴イツ

~ノ
〃

灰 自
灰 自 精 良

つ
る 陶器 皿

曲
Ⅲb区 40 施釉 ナデ 施釉 ナデ 鉄釉 鮮やかな石 黒

漆
精 良

０
じ 陶器

,ツ 郵

胴 部 ～ 底 部
Ⅲb区 ナデ 粘土のかえり指頭痕

Z4cm幅 で 8不の

師 釉 施 文  ナ デ
淡黄 淡黄 3 5mm以下の灰赤褐色の砂粒

34 土師質
皿

口 綴 ～ 庫 蔀
Ⅲb区 6.6 5,1 1.3 ナデ ヘラ切り ナ デ 淡橙 橙 lmm以下の赤茶色の砂粒

35 土師質
焙 烙 鍋

日 緑
Ⅲb区 横ナデ スス付着 横ナデ

にユ氏いな
煽 匠

橙 2mm以下の茶掲色黒掲色の砂粒

36 土師質
口 縁

Ⅲb区 横ナデ スス付着 横ナデ
黒

にぶい橙 Imm以下の茶茶褐色淡責色のひ刈

37 土師質
珀
縁

判

口
Ⅲb区 ナデ ナデ 鉱滓付着 灰 白 黄灰 lmm以下の灰色の砂粒

38 土師質 羽 口 Ⅲb区 井デ 鉱滓付着
明 貢 褐

黒
橙 lmm以下の乳白色透明に光る砂粒

39 瓦
/1、 苛

Ⅲb区 生巻き連珠巴文 (15個 ) 接合痕 灰
ｋ

白 精 良

41 陶器 碗螂
Шb区 69 ペラ切り後高台貼付 施 釉 貫 入 灰 白 灰 白 精良

42 土師器
J/4k

口 縁 ～ 虞 部

Ⅲ b区 128 64 34
工 具 痕
■ デ  ヘ ラ例 り終 手 → 風化著しい 回転ナデ にぶい黄悩 浅責橙 2mm以下の赤茶白黒色の砂粒

43 土師器 邪
醐

Ⅲ b区 5,8 ナデ 風化著しい ナデ 風化著しい 橙 橙 lmm以下の赤茶色の砂粒
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第9表 前田遺跡出土遺物観察表 (2)

遺 物

番 号
種  別

種
　
位

器
　
部

出 土

地 点

法  量 (cm) 手 法 調整 。文様ほか 色  調
胎 上 の 特 徴 備考

口 径 底  径 器 高 外  面 内  面 外 面 肉 面

49 土師器
不

獣

高

闘
Ⅳa区 ナ デ 風化者しt

種

浅 苦 潜

種

港 苦 繕

lmm以下のにぶい赤褐の砂瓶

50 須恵器 壷
萌

Ⅳa区 回転ナデ 凸線 回転ナデ 黄灰 灰 白 精 良

51 須恵器
lTN蓋

Ⅳa区 137 横ナデ 指頭痕 ヘラ削り横ナデ 灰 白 灰 白 精 良

須恵器 鉢
臨

Ⅳa区 横ナデ 横ナデ 灰 灰 Imm以下の灰自黒黄橙の砂粒

53 須恵器
鉢

縁

怪

口
Ⅳa区 横ナデ 横ナデ 灰 灰 Imm以下の黒灰自の砂粒

54 青磁 碗
弾

Ⅳa区 施釉 貫入 施THI 貫入 灰オリー 灰 白 精 良 玉緑

55 白磁
/1ヽ】不

Ⅳa区 施釉 貫入 施釉 貫入 灰 白 灰 白 精 良 端 反

56 白磁
/1｀ J4｀

席 獣
Ⅳa区 325 施釉 貫入 施釉 貫入 灰 白 灰 白 精 良

白磁
/」 1ヽ不

H日獣 ～ 席 tK Ⅳa区 33 施 釉  貫 入  露 胎
言 台 肉 墨 書  「八 1

施釉 貫入 灰 白 灰 白 精良

58 陶器 甕
部

Ⅳa区 ナデ 自然釉 スタンプ ナデ ケズリ
日

灰

灰

黄 赤灰
2mm以下の半透明な砂粒
クmm州 、力 蛍

常滑

59 陶器 碗
曲

Ⅳa区 68 施釉 ケズ リ ケズリ 予ギ 〃̀ な 制 灰 白 精 良

60 陶器
碗

株 部 ～ 虐 蔀
Ⅳa区 64 施釉 ヘ ラクズ リ

施釉 ミガキ
灰 臼
斃 曽 灰 白 精 良

土師器 郷
曲

Ⅳa区 70 風化著 し七 風化著しし
灰 白 こぶ い橙

3mm以 ドの蔭日のり杜

lmm以下の光沢のある砂鶏

会
∪ 土師器 邪

申
Ⅳa区 風化著しヽ 風化著しい にぶい黄君 こぶい黄 精 良

63 布痕土器 勢瞼
Ⅳa区 粗いナデ 布痕 指頭痕 橙 橙 05～4mm以下の灰色褐色の砂礫

64 布痕上器 鉢
螂

Ⅳa区 ナ デ 布痕 橙 橙 5mm以下の乳自色の砂粒

66 土師器 甑
媒

Ⅳa区 ナデ 指頭痕 ナデ 指頭痕 橙 橙
1～ 3mmの 灰 褐 灰 自
ヨ
=2爵

イ者〃、市φ半↓

盗
∪ 須恵器

蓋
Ⅳw区 175 回TAナ デ ヘラ削 り

朧セ 競  H tttt蔀 聞 綿 ナ デ 灰 灰
2mm以 下 の黒 い砂 粒

68 須恵器
蓋

縁

不

向
Ⅳw区

ヘ ラ削 り
ナ デ 灰 白 灰 白 精 良

69 須恵器
蓋

綴

不

向
Ⅳw区 ナデ 風化著しし ナ デ 卿灰

灰 精 良

70 須恵器 不
曲

Ⅳw区 114 ナデ ナデ 灰 白 灰 自
1 5mm以 下 の厚L自 色

，
イ 須恵器

rth

底 部
Ⅳw区 105 ナデ 風化気味 ナデ 灰 灰 imm以下の赤掲孝[白色の砂粒

７
′ 須恵器 雰醸

Ⅳw区 横ナデ カキロ 横ナデ 灰 灰 精 良

73 須恵器 壺
静

Ⅳw区 力十日 //グ 十 日糸llH

別 個 体 口 縁 付 着
ナデ、同心円当て具痕 灰 灰 lmmの 黒色の砂粒

74 青磁
イ
認

碗
直

Ⅳw区 54 随釉 高含外面 に運続キザ ミ

暮 付 ～ 菖 合 肉  盛 酪 施釉 刻圏線 灰オリー 灰 白 精 良

７
イ 土師器 不

醐
Ⅳw区 64 風 化 著 し い

ヘ ラ 切 り終 ナ デ
ナ デ 灰黄 灰黄 05～ lmmの茶黒の砂粒

76 土師器 不
繭

Ⅳw区 72 風 1ヒ者 しい
ヘ ラ切 り後 ナデ

風化著しし 灰 白 灰 白 3mm以下の自茶の砂粒

青磁 碗
萌

Ⅳe区 施釉 連弁 貫 入 施釉 貫入
オリーフ涙

店オリーブワ
灰 白 精 良

78 土師器 甕臨
lV部′区

ミ ゾ
132 粘 土 の つ ざ 目

粗いナデ 粘上のつぎ目 にぶい黄権 褐灰
灰 赤掲色 乳白色の砂粒

79 土師器
甕

口 縁 ～ 胴 部

Ⅳ w区
■ デヽ 135 横ナデ 粘上のつぎ目横ナデ 指頭痕 粘土のつぎ目 橙

黄 灰

05～3mmの茶 日 乳 自色

常歳日Hbら れ心*↓

80 土師器
甕 Ⅳ w区

ナデ 粘上のつぎ目 ナデ 風化気味 褐灰 こぶい黄怒
2mm以下の灰 茶 黒 乳自色

81 土師器
口 縁 ～ 胴 部

lV都/区

ミレデ 横ナデ 縦・横方向のナデ 孵韓
とぶ い貢 鵜

膳

2 5mm以下の灰 淡黄 黒

鵡 浄 の 秒 対

82 土師器 資萌
Ⅳ W区
ヽ デヽ ナデ 斜方向の工具痕 ナ デ 浅黄橙 灰 白

1 5mm以下 の黒 色 光沢

褐 色 の 砂 粒

83 土師器
重 Ⅳ w区 136 ナデ 風化気味

ナ デ  風 化 気 味

帖 上 の つ ぎ 目
浅黄橙 とぶい黄程

5mm以下の灰色 赤茶 子t自 色

黒 い 斗 沢 の 砂 締

84 土師器
日 縁 ～ 胴 部

lV W墜
ミゾ

122 ナデ 指頭痕 粘上のつざ目ナ デ 灰 白 灰
廂

3mm以下の橙 灰褐色

康音御 肯 辰 自の砂対

86と

85 土師器
豆

胴 部 ～ 底 部

lV W区
さ デヽ

74 ナ デ  粘 上 の つ ぎ E
黒研 ヘラ詔号 (太 の華9Ⅲ

ナデ 指頭痕 灰 自 口
灰

仄
黄

4mm以 卜の褐色 種

褐灰 自 反 自の砂粒

84と

86 土師器 壷
螂

Ⅳ w区 37 吼化著 し七 風化著しい 指頭痕 種懃
灰 白

lmm以 下 の 灰 自

活 田 平 瀾 ゐ お 対

87 土師器
底 部

lV W匹

ミゾ
97 ナ デ

ラヽ記号 (木の翼)鉄分付着
ナデ エ具痕 黒班 浅黄橙 灰 白

3mm以下の灰色 茶

88 土師器 豆
醐

lV W区
ミゾ

9,6 ナ デ ナ デ 黒変 にぶい黄権 暗灰
もmm黙 いの マしロ ヨ  恒

透明光沢の砂粒

89 上師器 壷
曲

Ⅳ w区
ヽ デヽ 90

1■のつぎロ ヘラ記号 (木の葉|

ナ デ にぶい褐 こぶい黄程
3mm以下の褐色 透明光V
ラI白 れ の赫 対

90 土師器 更螂 ミ ゾ
86 ナデ エ具痕 粘上のつぎ目ナデ 黒変 にぶい黄鵜 暗灰

lcmの 橙色の礫 4mm以下¢

91 土師器
一更
齢

VVア 区

ミ ゾ
65 ナデ 黒班 指ナデ 明赤褐 明赤褐

4mm以 卜の孝し日色 灰
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第 10表 前田遺跡出土遺物観察表 (3)

物
　
号

遺
　
番

種 別

種
　
位

器
　
部

出 土

地 点

法  量 (cm) 手法・調整 。文様ほか 色  調
胎 上 の 特 徴 備考

口 径 底 径 器  高 外  面 内  面 外 面 内 面

つ
を

∩
υ 土師器 一霊曲

Ⅳ w区
78 指 ナ デ  指 頭 痕

指ナデ 粘上のつぎE 浅黄橙 灰 白
4mm以下の赤褐色 黒禍色

務 HH半 瀾 の お 対

93 土師器 一更中
Ⅳ w区

56 指 ナ デ  ナ デ
ナデ (風化気味) 灰黄 橙

敷
2mm以下の乳自色 透明光沢
J三 泊当W娑シ戸 ″うれゆ業予

94 土師器 底部
Ⅳ w区
ヽ デヽ 横ナデ 木の葉底 ナ デ 暗灰 灰 白

4mm以下の茶 灰色 自 黒

95 土師器 底部
Ⅳ w区

ナデ 木の菜底 ナデ 指頭痕 灰 白 黄灰
5mm以下の茶 黒 灰 子し自t

96 土師器 底 部
Ⅳ w区

ナデ 木の葉底 風化著しし 灰黄 灰黄
2mm以 下 の透 明光 沢 茶

里れ 務 EFの秘締

97 土師器 甑
影

lV W区
Sヽ デ

298 78 257 黒 班  ケ ズ リ

繕 +デ  紺 十 の つ 斎 日
ナデ 黒斑 にぶい黄瑶灰黄褐

5mm以下の茶 灰 子し自色

98 土師器
高 郷 Ⅳ w区 80 風化 著 しい 脚 部

指 市 痛

風化 者 しい
HIU蔀 の 肉 面  ■ デ

浅 黄 橙 橙
時

4mmの 赤褐 色 の礫

99 土師器
高 17Fk Ⅳ w区 109 ナデ 風化著しい ナ デ  風 化 著 し い

Ш部の内面 ナデ 風化著1フ ↓

便

浅 黄 橙 にぶい褐

1 5mm以下 の透 明光 沢

黒 赤 褐 色 の 砂 粒

100 土師器
両 J4｀

邦 部 ～ 脚 部 蝉ツ
ナ デ ナ デ

浅黄 灰 自 lmm以下の茶褐色の砂粒

101 土師器
高 不

抹 事訳 ～ 離¶●R

Ⅳ w区
ヽ デヽ ナデ 風化気味

ナデ
HIJ蔀 の 肉面  手 デ 灰 白 こぶい黄推 lmm以下の褐色茶色の砂粒

102 土師器
不

獣

一局
聞

Ⅳ w区 122 ケズリ 粘上のつぎ目 指頭痕 灰 白 浅黄橙 Imm以下の橙色白褐色の砂粒

103 土師器
r4ヽ

同 縁 ～ 庫 蔀

lV W区
ミ ゾ

178 ナデ 粘上のつなぎ目 ナ デ 灰 白 灰 白
2mm以下の灰褐色 にぶい貢種
学吾日日WヒシF力心府心*●

104 土師器
ン、

口 録 ～ 席 蔀

Ⅳ w区
ざ デヽ

150 78 35 ナデ 粘上のつなぎ目 ナデ
灰 自

注 善 繕
浅黄橙

2mm以下の橙色 灰 黒色光沢

105 土師器
イ Ⅳw区 17.8 ナ デ ナデ にぶい橙 にぶい橙 lmm以 下の茶色の砂粒

106 土師器
不 Ⅳ w区

13 1 22 43 ナ デ ナ デ 橙 橙
敷

lmm以下の透明灰色の砂粒

107 土師器
″↑

口 綴 ～ 隣 部 付 帝

Ⅳ w区
Sヽデ

128 ナ デ ナデ
橙

湾 苦 繕 種
簸

lmm以下の茶黒の砂粒

108 土師器
不 Ⅳw区

ヽ デヽ 134 ナ デ ナデ 橙
こぶい苦濯

3mm以 下 の 灰 色

109 土師器
1/TN Ⅳw区 12.85 ナ デ ナデ

Y表 雰 三4豆

橙
橙 2mm以下の透明光沢の砂粒

110 土師器
●4｀

i縁～ 店部 村 析

lVヽハオ墜

ミ レデ
11 6 ナ デ ナ デ 橙 にぶい橙 lmm以下の白い砂粒

111 土師器
不

口 縁 ～ 廣 部

Ⅳ w区
ヽ デヽ 100 4.0 ナ デ ナ デ にぶい黄唱 こぶい黄唱 lmm以下の茶透明光沢の砂粒

112 土師器
鉢 Ⅳ w区 141 46 85 ナ デ  風 化 気 味

耳ミね
「

  フ〔r,ヽ こ彗肝字 ナ デ
にぶい貢穫

黄 橙

にぶ い橙

黄 橙

4mm以下の黒摘 灰褐 貢褐

褐 色 の 砂 粒

土師器 底部
lV W睦
ミゾ

62 ナデ エ具痕 指頭痕
ナデ エ具痕

侮 炊

にぶ い構
浅黄橙

3mm以下の灰褐 赤褐 灰自
ロミイ者

～
FシFrめれじX↓

114 土師器 底 部
Ⅳ w区
ミ ゾ

60 憤 ナ デ  ヘ ラ HEI号

巽変  粘 土 のつ な ぎ 目
ナ デ 灰 白 灰 白 2mm以下の透明光沢の砂粒

土師器 底部
Ⅳ w区

5,6 ナデ ヘラ記号 黒班 ナデ 淡黄 灰 白 3mm以下の黒茶色の砂粒

116 土師器 底部 眸ヴ
60 ナデ ヘラ記号 ナ デ 浅黄橙 浅黄橙

3mm以 下 の 茶 色

学帝日日押峰シRρ心れら業,

土師器 底部
Ⅳ w区
ミ ゾ

48 ナデ ナデ 風化気味 灰 白 浅黄橙
lmm以 下 の赤褐 暗灰

118 土師器 底部
Ⅳ w区
ヽ デヽ 56 ナデ 風化気味 指頭痕 ナデ 風化気味 浅黄橙 浅黄橙

5mmの禍狭の傑 3mm以 卜の

赤褐掲灰灰白透明光沢の砂粒

122 須恵器
提 瓶

輛 酪

Va区

「
hRト ナデ 自然釉 ナデ 廂

灰
用
灰

3mm以 卜の黒日九沢 子七日巴

透 明 光 沢 の 砂 粒

123 土師質
蜘
縁

工
日

Va区 横ナデ スス付着 横ナデ 灰黄褐 浅 黄
lmm以下の透明光沢黒色光沢
ラI rHイ者rめ れい業↓

124 須恵器 不
［

這
部

Ｖ
恥

10.2 横ナデ ヘラケズリナデ 回転ナデ 灰 灰 白 5mm以下の白平[白 色の砂粒

須恵器 甕
蔽

Va区
格子ロタタキ 自然利 同心円文当て具 灰 灰 精 良

″
ｒ

Ｏ
う 土師器

範 ギ窓 ―́ H同 部
Ⅶ 区 ナ デ ナデ 指頭痕 にぶい橙 橙 2 5mm以下の黄橙色の砂君

128 上師器 一笠
螂

Ⅶ 区 71 ナデ 風化気味 ナ デ 橙 とゞ 【鍵 0 5mm以下の灰色の砂粒

129 土師器
郷

獣

一局
曲

Ⅶ 区 風化著しい 風化著しし 橙 橙 2mm以下の灰色の砂粒
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第V章 自然科学分析の結果

株式会社 古娯境研究所

第 1節 前田遺跡から出土した本製品の樹種同定

1.試料

試料は、前田遺跡から出上した古墳時代の大足を主とする19点の木製品である。

2.方法

カ ミソリを用いて試料の新鮮な基本的三断面 (木材の横断面、放射断面、接線断面)を作製し、生物

顕微鏡によって60～ 600倍で観察した。同定は解剖学的形質および現生標本との対比によって行つた。

3。 結果

結果を表 1に示し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定根拠となつた特徴を記す。

a.スギ Cttptome�a japonica D.Donス ギ科                    図版18

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針菜樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行はやや急で、晩材部の幅が比較的広い。樹脂細胞がみられる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は典型的なスギ型で、1分野に2個存在するものがほとんどである。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型で、10細胞高以下のものが多い。樹脂細胞が存在する。

以上の形質よリスギに同定される。スギは本州、四国、九州、屋久島に分布する。日本特産の常緑高

木で、高さ40m、 径2mに達する。材は軽軟であるが強靭で、各種用途に広く用いられる。

b.コ ウヤマキ Sciadopitys verticillata Sieb.et Zucc.コ ウヤマキ科

図版 1・ 2・ 3・ 4・ 5,6・ 7・ 8・ 9・ 10・ 11,12,14・ 15。 16・ 17・ 19

仮道管と放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行は比較的ゆるやかで、晩材部の幅は狭い。

放射断面 :放射柔細胞の、分野壁孔は窓状である。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型で、 1～ 15細胞高であるが多くは10細胞高以下である。

以上の形質によリヨウヤマキと同定される。コウヤマキは福島県以南の本州、四国、九州に分布する。

日本特産の常緑高木で、通常高さ30m、 経80cmに達する。材は木理通直、肌目緻密で強靭、耐朽性も高

い。とくに耐湿性に優れており、耐水湿材として用いられる。

c.コ ナラ属アカガシ亜属 QuercuS Subgen.Cyclobalanopsis ブナ科          図版 13

横断面 :中 型から大型の道管が、 1～ 数列幅で年輪界に関係なく放射方向に配列する放射孔材である。

道管は単独で複合しない。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よリコナラ属アカガシ亜属に同定される。コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ、イチイガシ、

アラカシ、シラカシなどがあり、本州、四国、九州に分布する。常緑高木で、高さ30m、 経 1.5m以上に

達する。材は堅硬で強靭、弾力性強 く耐湿性 も高い。とくに農耕具に用いられる。
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4.所見

大足の用材は、下駄部を除いてすべてヨウヤマキであつた。大足は静岡県以西の近畿、福岡を中心と

した遺跡から出土 しているが、用材はスギが多 く、ほかにヒノキ属、モ ミ属、ヨウヤマキなどの針葉樹

が用いられている。

参考文献

佐伯浩・原田浩 (1985)針葉樹材の細胞.木材の構造,文永堂出版,p20-48

佐伯浩 。原田治 (1985)広 葉樹材の細胞 木材の構造,文永堂出版,p49-100

島地謙・伊東隆夫 (1988)日 本の遺跡出土木製品総覧,雄 山闇,296p.

表 1 前田遺跡から出土した木製品の樹種同定結果

試 料 樹  種 (和名 /学 名 )

1 大足、桟

2 大足、桟

3 大足、桟

4 大足、桟

5 大足、桟

6 大足、桟

7 大足、桟

8 大足、桟

9 大足、桟

10 大足、桟

11 大足、枠

12 大足、枠

13 大足、下駄部

14 下駄 (Ⅵb区出土)

15 木製品 (Ⅳw区溝出土)

16 大足、木クギ

17 大足、ほぞ穴詰め物

18 木簡 (Ⅲ b区出土)

19 下駄 (Ⅲ b区出土)

コウヤマキ

コウヤマキ

コウヤマキ

コウヤマキ

コウヤマキ

ヨウヤマキ

ヨウヤマキ

ヨウヤマキ

ヨウヤマキ

コウヤマキ

ヨウヤマキ

ヨウヤマキ

ヨナラ属アカガシ亜属

コウヤマキ

ヨウヤマキ

ヨウヤマキ

ヨクヤマキ

スギ

コウヤマキ

Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc.

Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc.

Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc,

Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc.

Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc.

Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc.

Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc.

Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc.

Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc.

Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc.

Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc.

Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc.

QuerCus subgen. Cyclobalanopsis

Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc.

Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc.

Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc.

Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc.

Cryptomeria japonica D.Don

Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc.
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前田遺跡出土製品の顕微鏡写真 I

横断面      :0.2mm
l.① 大足 コウヤマキ

横断面      :0.5mm
2 ② 大足 コウヤマキ

横断面      iO.5mm
3.③ 大足 コウヤマキ

放射断面      :0.05mm 接線断面      :0.2mm

接線断面      :0.2mm

エ
ミ
攘
罐

放射断面      :0,05mm

放射断面

―

:0.lmm 接線断面      :0,2mm
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前田遺跡出土製品の顕微鏡写真 II

横断面      :0.2mm
4 ④ 大足 コウヤマキ

横断面      :0,5mm
5,⑤ 大足 コウヤマキ

放射断面

:0,05mm 接線断面

接線断面 ｍｍ

．
　

　

　

５ｍｍ

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〇

横断面      :0.5mm
6.⑥ 大足 コウヤマキ

放射断面

放射断面 ――――― :0,05mm 接線断面      :0,2mm
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前田遺跡出土製品の顕微鏡写真Ⅲ

横断面      :0,5mm
7.⑦ 大足 コウヤマキ

横断面      :0,5mm
8,③ 大足 コウヤマキ

横断面      :0 2mm
9,⑨ 大足 ヨウヤマキ

放射断面      :0.05mm 接線断面      :0,2mm

放射断面 ――――― :0.05mm 接線断面      :0,2mm

鰯
靭
麟
顧
堪

嘘
鸞
爛
轡
覇
輯
然
爛
鸞

囀
臨
嗅
観
魂
掛
褻
麟
綸
紳
触
鰯

頗

瑠
斑
囀
推
蘊
咽
醸
瑠
駕
躯

「館工甚I逮17ことξ費送■

'重
.■ ェと手:

．盈膊圏剤部闊酷“

癖い
い
麟
懇

晦一

放射断面 ――――― :0.05mm 接線断面



顧
一緯
諌
一
一盈

前田遺跡出土製品の顕微鏡写真Ⅳ

横断面      :0 2mm
10.⑩ 大足 コウヤマキ

横断面      :0 5mm
ll.① 大足 コウヤマキ

放射断面

―

:0.05mm

横断面      :0,5mm
12.② 大足 コウヤマキ

放射断面 ――――― :0 05mm 接線断面      :0.2mm

||:ことご:||二鷲裏

接線断面      :0 2mm

放射断面      :0.05mm 接線断面      :0.2mm
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前田遺跡出土製品の顕微鏡写真V

横断面      :0.5mm 放射断面      :0,2mm
13.⑬ 大足のグが部 コナラ属アカガシ亜属

横断面       :0.5mm
14.⑭ ゲタ コウヤマキ

_1■ ヽ

i,'I

Ir

放射断面      :0 05mm 接線断面      :0.2mm

横断面      :0.2mm 放射断面      :0 05mm
15,⑮ 木製品 コウヤマキ

接線断面      :0.2mm

睡

咽継

I熱豫颯

甲懇熱綾畿

卜
去

幹

霧

霞
筆

一一一一一や拳挙襲鶴盛Ｆ鞠嬢

式
省
蝿
一罐
軽

，
や　
一｝
」ｋ　
や
一
鶴
転
譜
一

．一い一一一一一一挿一挙埒尋 接線断面      :0.2mm
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前田遺跡出土製品の顕微鏡写真Ⅵ

横断面      :0.2mm 放射断面

16.④ 大足の木クギ ヨウヤマキ

:0.05mm 接線断面

横断面      :0.2mm
17.⑦ 大足のホゾ穴ツメモノ

放射断面      :0 05mm
ヨウヤマキ

iO.2mm 放射断面      1 0 05mm 銭線断面

:0,2mm

横断面

18.⑬

接線断面      :0.2mm

木簡 スギ
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前田遺跡出土製品の顕微鏡写真Ⅶ

横断面      :0 2mm 放射断面      :0.05mm 接線断面      :0.lmm
19.◎ ゲ方 ヨウヤマキ

第 2節 前田遺跡の自然科学分析

I.前田遺跡の土層 とテフラ

1.は じめに

宮崎県中南部の黒ボク土中には、霧島火山や桜島火山などか ら噴出したテフラが認められる。テフラ

の中には、噴出年代が明らかにされている示標テフラがあ り、 これ らとの層位関係 を求めることで、遺

構の構築年代や遺物包含層の堆積年代を知ることがで きるようになつている。

そこで土層の堆積年代について不明な点の多い前田遺跡の上層についても、地質調査とテフラ検出分

析さらに屈折率測定を合わせて行って、土層の形成年代に関する資料を収集することになった。調査分

析の対象となつた地点は、Vb区東壁 (No.1地点)である。

2.土層の層序

Vb区東壁 (No.1地点)の上層は、下位より細かく成層した暗褐色泥炭層 (層厚 1lcm以上)、 灰色ス

コリア層 (層厚 3cm)、 若千色調の暗い灰色土 (層厚 9cm)、 若千色調の暗い灰色土 (層厚 12cm)、 灰色

土 (層厚9cm)、 自色粗粒火山灰混じり灰色土 (層厚34cm)、 灰色表土 (層厚 18cm)ん らヽなる (図 1)。

3.テ フラ検出分析

(1)分析試料と分析方法

テフラ粒子の特徴を記載するため、また野外における肉眼観察でよくわからない示標テフラの降灰層

準を求めるために、 5区東壁の上層断面において基本的に5cmご とに採取された試料のうち、 5cmお き

の8点の試料についてテフラ検出分析を行うことになつた。分析の手順は次の通 りである。

1)試料 108を秤量。

2)超音波洗浄装置により泥分を除去。

3)80℃で恒温乾燥。

4)実態顕微鏡下でテフラ粒子の特徴を観察。

(2)分析結果
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テフラ検出分析の結果を表 1に示す。試料番号 14のスコリア層には、晴灰色または暗褐色のスコリア

が多 く含まれている。その最大径は、 1.4mmで ある。試料番号 8お よび 6に は、繊維束状に発泡した自

色軽石 (最大径 1.2mm)が少量ずつ含まれている。この軽石は、その岩相から基盤に相当する火砕流堆

積物に由来する可能性が大きい。試料番号 4お よび 2に は、スポンジ状に発泡した灰白色軽石が少量ず

つ認められる。軽石の最大径は、2.5mmで ある。

3.屈折率測定

(1)測定試料と測定方法

試料番号 14お よび試料番号 4に含まれるテフラ粒子について、位相差法 (新井,1972)に よって屈折

率測定を行い、示標テフラとの同定に関する資料の収集を試みた。

(2)測定結果

屈折率の測定結果を表 2に示す。試料番号 141こ tよ、重鉱物としてカンラン石のほか単斜輝石しか含ま

れておらず、テフラ同定のための屈折率測定に利用できる重鉱物は検出されなかつた。一方、試料番号

1に含まれる火山ガラスの屈折率 (n)は、1.508-1.511で ある。なおこの試料には、斜方輝石が認めら

れたものの、量が少なく、屈折率測定の対象にできなかった。

4.考察―示標テフラとの同定

地質調査とテフラ検出分析の結果、試料番号14に スコリア層、また試料番号 4付近に灰白色の軽石の

降灰層準が認められた。前者はその層相から従来788(延暦 7)年に霧島火山御鉢火日から噴出したと考

えられ、従来霧島延暦御鉢テフラ (Kr― ohE,町田・新井,1992)と 命名されてきた霧島高原スコリア (Kr―

ThS,井 ノ上,1988,早 田,1997印刷中)に 同定されるものと考えられる。このテフラについては、最近、

加速器質量分析法による放射性炭素年代測定の結果などから、10-13世紀の可能性が指摘されている (奥

野,1996)。

一方試料番号 4に 含まれる軽石は、同定のための基礎資料に乏しいものの、層位や野外での岩相など

から、 1471(文明3)年 に桜島火山から噴出した桜島3テ フラ (Sz-3,町 田 。新井,1992)イこ由来する

可能性が考えられる。

5,/1ヽ結

前田遺跡の上層の形成年代に関する資料を収集するために、地質調査 とテフラ検出分析さらに屈折率

測定を行った。その結果、霧島高原スコリア (K「―ThS,10-13世紀)お よび桜島3テ フラ (Sz-3,1471

年)に由来する可能性のある軽石粒子を検出することができた。

文献

新井房夫 (1972)斜 方輝石・角閃石によるテフラの同定―テフロクロノロジーの基礎的研究 .第 四紀研究,11,p254269

井ノ上幸造 (1988)霧島火山郡高千穂複合火山の噴火活動史 岩鉱,83,p2641

町田 洋 。新井房夫 (1992)火山灰ア トラス 東京大学出版会,276p

奥野 充 (1996)南九州の第四紀末テフラの加速器
14c年

代 (予報)名 古屋大学加速器質量分析計業績報告書,VH,p89116
早田 勉 (1997印刷中)宮崎県のテフラ 宮崎県史 .
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図 l Vb区の上層柱状図

数字はテフラ分析の試料番号

ス コ リア

粗 粒 火 山 灰

灰 色 土

泥 炭

50

Sz-3

Kr― ThS

表 l Vb区 におけるテフラ検 出分析結果

試料 軽石 スコリア

量 色調  最大径 量 色調 最大径

2

4

6

8

10

12

14

16

十

＋

十

十

一

一

一

一

灰白  2.5
灰白  1,3
白   1.1
自   1.2

十 ■ 十 十 灰白,暗褐   1.4

+十 十十 :と くに多い,十 十+:多い,十 +:中程度,+:少 な

い,一 :認められない,最大径の単位は,mm.

表2 Vb区 における屈折率測定結果

試料 重鉱物 火山ガラス (η ) 斜方輝石 (γ )

(opx)  1.508-1.511

14 ol〉 cpx

ol:カ ンラン石,opx:斜方輝石,cpx:単 斜輝石 ,

0は 量の少ないことを示す。屈折率の測定は,位相

差法 (新井, 1972)に よる .
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H。 前田遺跡の植物珪酸体 (プラント・オパール)分析

1.は じめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si02)が 蓄積したものであり、植物が枯

れたあとも微化石 (プ ラント・オパール)と なつて土壌中に半永久的に残つている。植物珪酸体分析は、

この微化石を遺跡土壌などから検出する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および

古植生・古環境の推定などに応用されている (杉山,1987)。 また、イネの消長を検討することで埋蔵水

田跡の検証や探査 も可能である (藤原 。杉山,1984)。 ここでは、稲作明の検証および探査を主目的とし

て分析を行つた。

2.試料

調査対象は、 H区、Ⅳ区、V区である。試料は、 Hb区の検出面で 15点、Ⅳe区の検出面で 6点、Ⅳw

区で 2点、VbttNo.1地点で 8点、No.2地 点で 4点、No 3地点で 3点の計38点が採取された。試料

採取個所を分析結果図に示す。

3.分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法 (藤原,1976)を もとに、次の手順で行つ

た。

1)試料の絶乾 (105℃ 。24時間)

2)試料約 18を秤量、ガラスビーズ添加 (直径約40μ m・ 約O028)

※電子分析天秤により1万分の lgの精度で秤量

3)電器炉灰化法による脱有機物処理

4)超音波による分散 (300w。 42KHz。 10分間)

5)沈底法による微粒子 (20μ m以下)除去、乾燥

6)封入剤 (オイキット)中 に分散、プレパラー ト作製

7)検鏡・計数

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行つ

た。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行つた。これはほぼプレパラー ト1枚分の精査に相

当する。試料 lgあ たりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけ

て、試料 lg中 の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算計数 (機動細胞珪酸体 1個 あた

りの植物体乾重、単位 :10~5g)を かけて、単位面積で層厚 lcmあ たりの植物体生産量を算出した。イネ

(赤米)の換算計数は2.94、 ヨシ属 (ヨ シ)は 6.31、 ススキ属型 (ス スキ)は 1.24、 ネザサ節は0.48、

クマザサ属は0,75で ある。

4.分析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとお りである。これらの分類群について定量を

行い、その結果を表 1お よび図 1に 示した。主要は分類群について顕微鏡写真を示す。なお、VbttNo.

1以外の地点については、水田跡の検討が主 目的であることから、同定および定量はイネ、 ヒエ属型、
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ヨシ属、ススキ属型、タケ亜科 (お もにネザサ節)の主要な5分類群に限定 した。その結果を表 2お よ

び図2～図5に示す。

〔イネ科〕

機動細胞由来 :イ ネ、ヨシ属、ススキ属型 (ススキ属など)、 ウシクサ族、マコモ属、ネザサ節型 (お

もにメダケ属ネザサ節)、 クマザサ属型 (お もにクマザサ属)、 タケ亜科 (未分類等 )

その他 :表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来)、 茎部起源、未分類等

〔樹木〕

ブナ科 (シイ属)、 クスノキ科、マンサク科 (イ スノキ属)、 その他

5,考察

(1)水田跡 (稲作跡)の検討

水田跡の検証や探査を行う場合、一般にイネの植物珪酸体が試料 18あ たりおよそ5,000個以上と高い

密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している。また、その層にイ

ネの密度のピークが認められれば、上層から後代のものが混入した危険性は考えにくくなり、その層で

稲作が行われていた可能性はより確実なものとなる。なお、宮崎県内では密度が3,000個 /g程度でも水

田遺構が検出されていることから、ここでは判断の基準を3)000個 /gと して検討を行った。

1)VbttNo.1地点 (図 1)

霧島高原スコリア (Kr―ThS,10-13世紀)よ り下位の青灰色シル ト層 (試料 8)ん らヽ桜島3テフラ (Sz―

3,1471年 )よ り下位の灰色土 (試料 1)ま での層準について分析を行った。その結果、霧島高原スコリ

ア層 (試料4)を除く各層からイネが検出された。

このうち、霧島高原スコリアの上層 (試料 3)か ら桜島3テ フラの下層 (試料 1)にかけては、密度

が4,500～ 8,200個 /gと かなり高い値である。また、霧島高原スコリアより下位の茶褐色泥炭質土 (試

料 7)で も密度が3,000個 /gと 高い値であり、明瞭なピークが認められた。したがって、これらの層準

では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

霧島高原スコリア値下層 (試料 5)では、密度が 1,500個 /8と 低い値である。ただし、同層は直上を

スコリア層で覆われていることから、上層から後代のものが混入 したことは考えにくい。 したがって、

同層の時期に調査地点もしくはその近辺で稲作が行われていた可能性が考えられる。なお、試料 5の層

準では、放射性炭素年代測定によって940± 60y.B,P,(暦年代でAD1020～ H80年 )の年代値が得られ

ている (第 Ⅳ章参照)。

2)V bttNo.2地 点 (図 2)

青灰色粘土層 (試料 4)か ら霧島高原スコリア直下層 (試料 1)ま での層準について分析を行つた。

その結果、青灰色粘土層 (試料4)お よびその上位の茶褐色泥炭質土 (試料 2、 3)か らイネが検出さ

れた。このうち、茶褐色泥炭質土 (試料 3)では密度が6,100個 /gと かなり高い値であり、明瞭なピー

クが認められた。また、青灰色粘土層 (試料4)で も密度が3,800個 /gと 高い値である。したがって、

これらの層準では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。
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3)VbttNo.3地 点 (図 3)

青灰色粘土層 (試料 3)力うら霧島高原スコリア直下層 (試料 1)ま での層準について分析を行つた。

その結果、すべての試料からイネが検出された。このうち、霧島高原スコリア直下層 (試料 1)で は、

密度が800個 /gと 低い値である。ただし、同層は直上をスコリア層で覆われていることから、上層から

年代のものが混入したことは考えにくい。したがつて、同層の時期に調査地点もしくはその近辺で稲作

が行われていた可能性が考えられる。その他の試料では、密度が1,000個 /g程度と低い値である。

4)Hb区検出面 (図 4)

霧島高原スコリア直下の遺構検出面から採取された15試料ついて分析を行った。その結果、調査区北

側 (No.1、 3、 5、 7)および調査区東側 (No.17、 19、 20、 21、 22、 23)の計 10試料からイネが

検出された。密度はいずれも1,000個/g前後と低い値であるが、同検出面は直上をスコリア層で覆われ

ていることから、上層から後代のものが混入したことは考えにくい。したがって、これらの地点 もしく

はその近辺で稲作が行われていた可能性が考えられる。なお、比較的高 くなっている調査区西側 (No.9、

H、 13、 15)では、イネは検出されなかつた。

5)Ⅳe区検出面 (図 5)

畦畔状遺構や杭などが検出された遺構面から採取された 6試料ついて分析を行った。その結果、すべ

ての試料からイネが検出された。密度は平均4ぅ 400個 /gと 高い値である。したがって、同検出面では稲

作が行われていた可能性が高いと考えられる。

6)Ⅳw区 (図 5)

古墳時代とされる溝の側、および水田層とみられる土層から採取された2試料について分析を行った。

その結果、水田層とみられる土層からイネが検出された。密度は3,100個 /gと 高い値である。したがっ

て、同層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

(2)イ ネ科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネ以外にもオオムギ族 (ム

ギ類が含まれる)、 ヒエ属型 (ヒ エが含まれる)、 エノコログサ属 (ア ワが含まれる)、 ジュズダマ属 はヽ

トムギが含まれる)、 オヒシバ属 (シ ヨクビエが含まれる)、 モロコシ属などがあるが、これらの分類

群はいずれの試料からも検出されなかつた。

(3)植物珪酸体分析から推定される植生 。環境

イネ以外の分類群では、全体的にタケ亜科 (未分類等)や棒状珪酸体が多量に検出され、マンサク科 (イ

スノキ属)も 比較的多 く検出された。また、ウシクサ族やネザサ節型なども検出され、Vb区の霧島高原

スコリア直下層ではマコモ属も多 く検出された。

以上の結果から、霧島高原スコリア (10～ 13世紀)よ り下層の堆積当時は、おおむねマコモ属などが

生育する水湿地の環境であつたと考えられ、とくに同スコリア直下の泥炭層ではマコモ属が多 く生育し

ていたものと推定される。また、周囲にはウンクサ族やネザサ節などが生育する比較的乾燥 したところ

も見られ、遺跡周辺にはイスノキ属などの照葉樹林が分布していたものと推定される。
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6.ま とめ

(1)H区

高原スコリア (K「―ThS,10～ 18世紀)直下検出面では、調査区北側および東側のほとんどの試料から

イネが検出され、稲作が行われていた可能性が認められた。

(2)Ⅳ 区

畦畔状遺構や杭などが検出された遺構面ではイネが多量に検出され、同検出面で稲作が行われていた

ことが分析的に確認された。また、古墳時代の浦に伴う水田層とみられる土層でもイネが多量に検出され、

稲作が行われていた可能性が高いと判断された。

(3)V区

高原スコリアより下位の青灰色粘土層および泥炭質上では、イネが多量に検出され、稲作が行われて

いた可能性が高いと判断された。また、高原スコリア直下の泥炭層でもイネが検出され、稲作が行われ

ていた可能性が認められた。泥炭層の堆積当時は、おおむねマコモ属などが生育する水湿地の環境であ

つたと考えられる。

参考文献

杉山真二 (1987)遺 跡調査におけるプラント・オパール分析の現状と問題点.植生史研究,第 2号 ,p27- 37

藤原宏志 (1976)プラント・オパール分析法の基礎的研究 (1)一数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と 定量分析法― .考古学と

自然科学,9,p15-29

藤原宏志・杉山真二 (1984)プラント・オパール分析法の基礎的研究 (5)― プラント・オパール分析 による水田址の探査一

考古学と自然科学,17,p.7385
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表 1 宮崎県、前田遺跡における植物珪酸体分析結果

出密度 (単位 :× 100

分 類 群  ＼  試 料

VbttNo.1地 点

1 2 3 5 6 74 8

イネ科

イネ
ヨシ属

ススキ属型

ウシクサ族
マコモ属

36

14

И
■

４

８

７

　
４

１

　
　
　
　
　
　
４

１

タケ亜科

ネザサ則型

クマザサ属型

未分類等

７

　

　

　

４

8

515

その他のイネ科

表皮毛起源

棒状珪酸体

茎部起源

未分類等

15       37       22                                     8        7

337      406      662       15      451      550      795      804
15                  8

479      429      520       30      534      536      704      648

樹木起源

ブナ科 (シイ属)

クスノキ科
マンサク科 (イ スノキ属 )

その他

7 7

(海綿骨針 )

刀
■

植物珪酸体総数 1235     1219     1822       60     1398     1555     2293     2434

お

※試料の仮比重を1.0と 仮定して算出。

表2 宮崎県、前田遺跡におけるプラント・オパール分析結果

イネ
ヨシ属
ススキ属型

ネザサ節型

2,42

0.25

152

0.25

1,31

009
0.11

0.44

007
0.06

089      0.42

1.80

0.19

004     0.38
0.05マ

× 1

分類群＼試料

II b区 検出面

1     3     5     6     7     9    11    13    15    17    19    20    21    22    23

イネ
ヨシ属

ススキ属型

タケ亜科

7

22

105   105

7 8 8 15

8

68

0.22  0.22

047
0,09  0,28

0.22  0.45  023

0,19  009

011 0.18 0.11

044  0,22  044
0.47  0,47  0.47

0,18  0.18

0.22

0.28

９
，

４

ェ

９

，

ヨシ属

ススキ属型

※試料の仮比重を1.0と 仮定して算出。

:×

分類群＼試料

Ⅳe区検 出面 Wlv区 VbttNo.2 VbttNo.3
I 5 64 南溝側 水田? 1 4 I 2 3

イネ

ススキ属型

タケ市科

４

９

，

９

４

　

　

　

７

生産 単 位 � Cm

イネ

ススキ属型

タケ亜科

0,90  1.34  1,55  1,57  1.33  1.13

038  009        0.47  0.28  010
0.48  0,36  0.29  0.59  0.43  044

090
0.10

007

0.67  1,80  1 11

019  028  0.09
007  007        0.04

0.22  044  0.22
019

011  0,14  015

※ の仮比重 を1.0と 仮定 して算出
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植物珪酸体の顕微鏡写真

(倍率はすべて400倍 )

No 分 類 群 地  点 試料名 No分 類 群 地  点 試料名

1

2

3

4

5

6

7

イネ

イネ (側面 )

ヨシ属

ススキ属型

マコモ属

マコモ属

ネザサ節型

VbttNo.1

VbttNo.1

VbttNo.1

Hb区

Hb区

VbttNo.1

■b区

3

8

8

23

19

3

17

8 表皮毛起源

9 棒状珪酸体

10 イネ科の茎部起源

11 ブナ科 (シイ属)

12 クスノキ科

13 マンサク科 (イ スノキ属)

14 海綿骨針

VbttNo.

VbttNo.

VbttNo.

Ⅱb区

Ⅳe区

VbttNo.

VbttNo.

1

1

1

2

6

5

13

1

2

3

一
為
爾
醒
置

鰯
舞

浮

1

100μ m
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Ⅲ.前田遺跡における花粉分析

1.試料

試料は、Ⅲa区東壁で 3点、Ⅳa北壁で 3点、VbttNo.1地点の霧島高原スコリア (Kr―ThS)よ り下

層から桜島3テ フラ (Sz-3)の下層までの層順から採取された8点の計 14点である。試料採取個所を分

析結果の柱状図に示す。

2.方法

花粉粒の分離抽出は、基本的には中村 (1973)を 参考にし、試料に以下の順で物理化学処理を施して

行った。

1)50/0水酸化カリウム溶液を加え15分間湯煎する。

2)水洗した後、0.5mmの 舗で礫などの大きな粒子を取 り除き、沈殿法を用いて砂粒の除去を行う。

3)250/0フ ッ化水素酸溶液を加えて30分放置する。

4)水洗 した後、氷酢酸によって脱水 し、アセ トリシス処理 (無水酢酸 9:1濃 硫酸のエル ドマン氏液

を加え 1分間湯煎)を施す。

5)再び氷酢酸を加えた後フクシンを加えて染色を行い、グ リセ リンゼ リーで封入 しプレパラー トを作

製する。

以上の物理・化学の各処理間の水洗は、 1,500「pm、 2分間の遠心分離を行った後、上澄みを捨てると

いう操作を3回繰 り返して行つた。

検鏡はプレパラー ト作製後直ちに、生物顕微鏡によって300～ 1,000倍で行った。花粉の同定は、島倉

(1973)お よび中村 (1980)をア トラスとし、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベル

によって、科、亜科、属、亜属、節および種の階級で分類した。複数の分類群にまたがるものはハイフ

ン (― )で結んで示した。なお、科・亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に細分できる場合はそれ

らを別の分類群とした。イネ属に関しては、中村 (1974、 1977)を 参考にし、現生標本の表面模様・

大きさ 。孔・表層断面の特徴と対比して分類し、個体変化や類似種があることからイネ属型とした。

なお、花粉分析過程で検出される寄生虫卵の観察も行った。

3.結果

(1)分類群

出現した分類群は、樹木花粉27、 樹木花粉と草本花粉を含むもの 2、 卓本花粉31、 シダ植物胞子 3形

態の計68で ある。これらの学名と和名および粒数を表 1,2に 示し、花粉総数を基数とする百分率を求

め花粉ダイアグラムを示す。主要な分類群を写真に示す。以下に出現した分類群を示す。

〔樹木花粉〕

マキ属、モ ミ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、マツ属単維管束亜属、スギ、コウヤマキ、イチイ科

―イヌガヤ科一 ヒノキ科、ヤマモモ属、サフグル ミ、ハンノキ属、カバノキ属、ハンバシ属、クマシデ

属―アサダ、ク リーシイ属―マテバンイ属、ブナ属、コナラ属ヨナラ亜属、、コナラ属アカガン亜属、

ニレ属―ケヤキ、エノキ属―ムクノキ、サンショウ属、ブドウ属、ハイノキ属、ツツジ科、マンサク科、

カエデ属、ニフトコ属―ガマズミ属
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〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科―イラクサ科、マメ科

〔草本花粉〕

ガマ属― ミクリ属、サジオモダカ属、オモダカ属、イネ科、イネ属型、カヤツリグサ科、イボクサ、

ミズアオイ属、かデ属、タデ属サナエタデ節、ギシギシ属、ソバ属、アカザ科―ヒユ科、ナデンコ科、

ヨウホネ属、キンポウゲ属、アブラナ科、フレモヨウ属、ノブドウ、ヒシ属、アリノトウグサ属―フサ

モ属、セリ科、シソ科、ナス科、ゴマ、オオバコ属、ゴキヅル、かンポポ亜科、キク亜科、オナモミ属、

ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条清胞子、ミズフラビ、三条溝胞子

(2)花粉の検出状況

① Ⅲa区東壁 (図 1)

暗褐色土層下部 (試料11)では、樹木花粉より草本花粉の占める割合が高く、ヨモギ属、イネ科、カ

ヤツリグサ科の出現率が高い。樹木花粉ではヨナラ属アカガシ亜属、クリーシイ属―マテバシイ属の出

現率が高く、マツ属複維管束亜属が伴われる。暗褐色土層上部 (試料9)ではヨモギ属が減少し、イネ

属型が増加する。Sz-3混そう (試料7)になるとさらにイネ属型が増加し、マツ属複維管束亜属が微増

する。他にソバ属が出現する。

② Ⅳa区北壁 (図 2)

黒褐色土層 (試料8、 7)では、やや花粉が少ないがイネ科とヨモギ属が卓越する。灰色土 (試料6)

ではイネ科、ヨモギ属が減少しセリ科、カヤツリグサ科、ガマ属―ミクリ属が増加する。また、低率な

がらイネ属型が出現する。

③ VbttNo.1地点 (図 3)

主要花粉の検出状況から、下位よりI～Ⅲの3帯に区分された。

1)I帯 (試料 8)

コナラ属アカガシ亜属、ク リーシイ属―マテバシイ属の優占で特徴づけられる。草本花粉ではイネ科、

カヤツリグサ科、ガマ属― ミクリ属の出現率が高い。

2)II帯 (試料 4～ 7)

マツ属複維管束亜属が増加し、上部でヨナラ属ヨナラ亜属、クワ科―イラクサ科が増加することで特

徴づけられる。樹木花粉ではコナラ属アカガシ亜属、ク リーシイ属―マテバシイ属の出現率が高 く、草

本花粉ではイネ科カヤツリグサ科の出現率が高い。ガマ属― ミクリ属は上位に向かつて減少する。

3)Ⅲ 帯 (試料 1～ 3)

イネ科の優占とイネ属型の出現率の増加で特徴づけられる。カヤツリグサ科は減少するがやや高率で

ある。樹木花粉ではヨナラ属アカガシ亜属がやや減少し、クリーシイ属―マテバシイ属、マツ属複維管

束亜属が主に出現する。

4.花粉分析から推定される植生、環境、農耕

(1)Ⅲ a区

1030± 60y.B,P,(西 暦 1010年頃)の放射性炭素年代が得られた暗褐色土層の堆積当時は、サジオモ
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ダカ属、タデ属サナエタデ節、イネ科、カヤツリグサ科の分布する湿地の状況であり、周辺で水田が拡

大したと考えられる。樹木はカシ類 (ヨ ナラ属アカガシ亜属)、 シイ類 (ク リーシイ属―マテバシイ属、

ここではシイ属が妥当)、 ニヨウマツ類 (マツ属複維管束亜属)が、周囲で孤立木か、やや遠方で森林

として分布していたと推定される。

高原スコリア混層の堆積当時も、おおむね同様の状況であり、調査地点もしくはその周辺で水田が営

まれていたと考えられる。

(2)Ⅳ a区

1560± 80y.B.P,(西暦535年頃)の放射性炭素年代が得られた黒褐色土層の堆積当時は、車本が優勢

であり樹木はほとんど見られなかったものと推定される。堆積地はオモダカ属、サジオモダカ属、イネ科、

カヤツリグサ科の生育する湿地の状況であり、周辺にヨモギ属などが生育する乾燥地が分布していたと

考えられる。

灰色上の堆積当時は、セ リ科、イネ科、カヤツリグサ科、ガマ属― ミクリ属などが生育する水湿地の

状況であり、周辺で水田が営まれていたものと推定される。

(3)Vb区

I帯 (試料8)の堆積当時は、イネ科、カヤツリグサ科、ガマ属― ミクリ属などが生育する水湿地の

環境であつたと考えられ、周辺には水田が分布していたものと推定される。森林植生では、カシ (コ ナ

ラ属アカガシ亜属)、 シイ類 (ク リーシイ属―マテバシイ属)を主 とする照菜樹林が分布していたと推

定される。

霧島高原スコリア (10～ 13世紀)よ り下位の II帯 (試料 4～ 7)の堆積当時も、イネ科、カヤツリグ

サ科、ガマ属― ミク リ属が生育する水湿地の環境であつたと考えられるが、上位に向かつてガマ属― ミ

クリ属が減少するため、しだいに乾燥化が進んだものと推定される。森林植生では、ニヨウマツ類 (マ

ツ属複維管束亜属)やナラ類 (コ ナラ属ヨナラ亜属)、 クワ科―イラクサ科などの二次林が増加したも

のと推定される。

Ⅲ帯 (試料 1～ 3)の時期には水田が拡大し、ソバなどの畑作 も行われていたものと推定される。寄

生虫卵が検出されることから、近 くに汚染源となる集落が存在するか人糞施肥が行われた可能性が示唆

さ津しる。

参考文献

中村純 (1973)花 粉分析 古今書院,p82H0
金原正明 (1993)花 粉分析法による古環境復原 新版古代の日本第10巻古代資料研究の方法 ,角 川書店,p248262
島倉巳三郎 (1973)日 本植物の花粉形態 大阪市立自然科学博物館収蔵目録第 5集 ,60p

中村純 (1980)日 本産花粉の標徴 大阪自然史博物館収蔵目録第13集 ,91p

中村純 (1974)イ ネ科花粉について、とくにイネ (Oryza sativa)を 中心として 第四紀研究,13,p187193

中村純 (1977)稲 作とイネ花粉 考古学と自然科学 ,第 10号 ,p21-30
peter 」warnock and Karl J Reinhard (1992)ヽ 4ethods for Extraxting Ponen and Parasite Eggs froHl Latrine

Sols, 」ounal of Archaeological Science, 19, p.231-245

金原正明・金原正子 (1992)花 粉分析および寄生虫 藤原京跡の便所遺構―藤原京 7条 1坊― ,奈良国立文化財研究所,p1415
金子清俊・谷口博― (1987)線 形動物・扇形動物 医動物学 ,新版臨床検査講座,8,医歯薬出版,p955

-66-



表 1 前田遺跡における花粉分析結果

分類群 Ⅲa区東壁 Ⅳa区北壁

学名              和名              7  9  11   6   7   8
ArboreЛ pollen        樹木花粉
Attes

Tsttta

PJi〕 l,s sl】 bger】 DIrproxyr。 川

C岬 :0:,】θlra JapOr,た a

Sc・lia」oprryS yerlた∬rata

Pterocarya rれ οゴ預brra

BctlPra

coryrus

Carpれ vs‐Ostryla JarJ。 ,たa

しTP,Bvs巧み9旅οya能 !!紹 ra

6研とお Ar9rrar】 ar,Vle av,cra

Aα,r

CaryophyHaceae

Rarauttcurus

Cruciferac

Sangvlsorba

rfa′。rηgる」晴即簡9),yfrurPII

umbelliFerae

Labiatae

Solanaceac

Sesan,w“ 」】Jjじ V"】

Nonarboreal pollen

l・otal ponen

UllklloⅥ l pOuen

モ ミ属

ツガ属
マツ属複維管束亜属      25
スギ
コウヤマキ

サワグルミ

カバノキ属
ハシパミ属

クマシデ属‐アサダ

ニレ属‐ケヤキ
エノキ属―ムクノキ

カエデ属

2       1

9   11     10         1
1    3           1
1

2

1

1            2

37      16     4     3

２

　

２

Castanea‐ Castar,9psと‐Pasa"カ   クリ‐シイ属‐マテバシイ属   28
駒gVS             ブナ属

OuCrCys subB9".LcPだ οbガβP,vs ヨ ナ ラ 属 コ ナ ラ 亜 属

OuerCV,SurJBeJ】 .ocrobara!〕 。p誌  ヨ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜 属

１

１

８

１

１

０

１

３

　

　

　

６

２

　
８

１

０

６

６

１

１

Saメ
"bvじ

ws‐Иbur,,vP,】      ニフトコ属‐ガマズミ属        1
ArboreЛ・Nollarboreal p(』 lell  樹木・草本花粉
Moraceae‐ Urticaccae      クワ科―イラクサ科                 3     3
Nonarboreal pollen       草本花粉
TЙれa―S19,,Ba"ru阿

ノuisn,a

sagrtttrra

Granlheac
C)rッza typθ

帥 eraCCae

Ar】 9」e,la kersaた

MorBο c・raο rヵ

Poryg。,v.】 deCi Pcrdた ,′ ね

fRur"ex

ЯagopyrlP,11

Cllenopodia∝ ac‐ARIBaranthaceac アカザ科‐ヒユ科

ガマ属‐ミクリ属

サジオモダカ属
オモダカ属

イネ科

イネ属型

カヤツリグサ科

イボクサ
ミズアオイ属
タデ属サナエタデ節
ギシギシ属
ソバ属

21      29            1

1       1     2

1

93      83   174    67

1

66      52    28     6
2

1

1       4     1

1

1       3      2     2

1

2

5      5     4

２

９

０

９

４

４

１

　

１

３

２

　

２

１

４

９

２

４。

‐

４

２４

５９

５‐

　

９

３

んIPpeわがお税c�)C」V,,Ct:rata   ノプ ドウ
TTha              ヒシ属

ナデシヨ科
キンポウゲ属
アプラナ科
ワレモコウ属

ア リノ トウグサ属‐フサモ属
セ リ科

シツ科

ナス科
ゴマ

革本花粉

花粉総数

未同定花粉

ユ

12    18

Prantagο            オオパコ属             1
Acttoste,rvtta robatv!,】      ゴキジル              11  4
bctu∽ideae          タンポポ亜科         8  3  4   6  17  6
Asteroideae          キク亜科          13  7  1   14  3  5
Artern占カ           ヨモギ属           24  30  78   43  92  58

「
ern spore           シダ植物胞子

Monolate type spOte      単条溝胞子          6  1  8   38  76  80
Celatopteris ミズワラビ 1       1

Trdate type spore        三条溝胞子          7  3  10   39  25  35
Arboreal pollell        樹木花粉          126 117 111  50  15  15
Arboreal・ Nonarboreal pollen  樹木・草本花粉

15     130    15     7
3     1

1                           1

2

000 303
352   368   290     376   342   159
478   485   401     429   357   177
0     2     4       7     3     5

rerm spOre           シダ植物胞子         14  5  18   77 101 115
11clminh eBBs         寄生虫卵
/Lca誌          回虫卵          2
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表2 前田遺跡における花粉分析結果

Taxa∝ ac‐Ceph』 otaxaxeac‐Cupressaceae イチイ科イ ヌガヤ科‐ヒノキ科

崩 ocarpuS
Abies
Tsuga
Pれvs subgen.DliJDrovom
Pれus subgera.rfaprOvrOn

oprOmenin JBpon角
Sclia」opFぃ ycrttVata

Mynica
Pterocarya rhomia
/Vnus
Bctura
C触フれus‐OstvB Japof� И

Fagus
OVerCWS Subgem.♭ ,j」obβ ranws

OVertys subge■.oCrobaranqptts
L/mvs‐Zerko7a Se打 4ta
cert港_Aprlarlanbe a.spera

zttrhOvrlam
VTlis

れ廟procos

Eracaceac

Moraceae… Urticaceae

マキ属
モミ属
ツガ届
マツ属複維管束亜属
マツ属単維管束亜属
スギ
コウヤマキ

ヤマモモ属
サワグルミ
ハンノキ属
カバノキ属
クマシデ属‐アサダ

ブナ属
ヨナラ属ヨナラ亜属
ヨナラ属アカガシ亜属
ユレ属‐ケヤキ
エノキ属‐ムクノキ
サンシヨウ属
プ ドウ属
ハイノキ属
ツツジ科

クワ科イ ラクサ科        4

単条溝胞子
ミズフラピ

・革本花粉
花粉

花粉総数
未同定花粉

１

２

６

　

７

１

１

１

１

２

８

　

１

２

１

１
１
鉤
　
１

３

２

８

４

４

４

１

２

　

１

３

４

‐９

　

２

２９

　

１

１

５

１

１

８

　

２

　

１

１

１

４

４

　

２

１

１

３

１

１

２

７

　

１

１

　

２

１

２

４

３

　

２

２

　

１

２

３

４

１

５

３

１

１

　

５

１

　

２

１

２

４

　

　

　

９

０

　

３

３

３

　

　

　

３

１

９

　

７

９

１

２

　

　

　

７

５。

　

８３

３

７８

２

　

　

‐２

　

１

４

２６

１

２。

４

２９

　

２

　

３

　

２

１

１

２

　

８５

‐９

４７

２

３

８

９

８５

６３

４‐

　

‐

３５

５

７７

３９

２。

　

．

１

１

２

６

　

５

４

３

１

１

８

１

２

３

１

１

　

５

２

４

１

５

１

２

０

　

１

　

５

２

４

１

１

４

４

４

　

　

５

１

４

　

　

７

４

４

４

６

２

Castanca crenata‐ Castanopss‐Pasarれ   クリ‐シイ属‐マテバシイ属

駕器識嵩511en~~~~~~ξ謂辟一―――一―一生____
ガマ属‐ミクリ属
オモダカ属
イネ科
イネ属型
カヤツリグサ科
イボクサ
ミズアオイ属
タデ属
タデ属サナエタデ節       4  2  4  6
ギシギシ属
ツパ属
アカザ科‐ヒユ科
ナデシヨ科
コウホネ属
キンポウゲ届
アプラナ科
フレモヨウ属
ノプ ドウ
ヒシ属              2  4
アリノトウグサ属‐フサモ属
セリ科
ゴキヅル
タンポポ亜科
キク亜科
オナモミ属

助 れattargttlilnm

Saglitrarin

Grammeae

Ova ttθ
Qttemceac
Ane」 c阿,そθねよ

Monochonia
Porygonvm sect
POryPottMIPa Seじ とPcrsttarra

Rvmex
FttgopFum
Genopodiaceac‐Amarandhaoeae
Caryophylaceae
NvprPar
Ranuncurys
Cruciferac
Sangvlsor・ bB
AaP,91りsh肋贈vlpe」uncurata
Trapa
Haroragと

=池骸漸9pねyfrv翻

umbeuiferae
ActhosterMIBa robamm
Lactu∞ ideae

Asteroldeae
Xanttlinal

７

１

８

３

５

　

３

　

６

８

２

２

１

２

２

２

１

９

２

　

３

１

　

１

１

ArtervJ`Fa              ヨモギ属            19 21 20  8 21 11
亮 面 spO蔦

~~~~~~~~~―

―

ラ 列 騨 麻 扉

十

一 ― 一

~~―

一 ― ― 一 一 一 ― 一 ― ― ― ―

―

14

Mondate ttpe Spore
Celatopte占

Arbored o Nonarboreal pollem
Nomarbored pouen

Tottl polen
Unkmowm po皿en

5    8    2
1

２

１

―
:与Sと言語常苦将告翫要「

―――~…~~~――――――――――――――
→ととそむξ:争

」壁Ξ生_____―――――――――――――一生生___型里___ど豊    9    6    9   14   22

3    5    4    5   20
87  147  122   83  162

5811116821
344  365  305  181  286  341  328  276
420  458  405  279  449  471  413  439
05227333

1    2    1
1     1     1

As"rね                回虫卵
猾趨瓶占              節虫BH
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草
本

花
粉

憎
木

花
謗

ヨ モ ギ 属

キ ク 亜 科

タ ン ボ ぷ 亜 科

ゴ キ プ ル

オ オ バ ヨ 属

ナ ス 科

セ ツ 科

ア リ ノ ト ウ ダ サ 属 ― フ サ モ 属

ヒ シ 属

ノ ブ ド ゥ

ワ レ モ ヨ ウ 属

ア プ ラ ナ 科

キ ン ボ ウ ゲ 属

ナ デ シ ヨ 科

ア カ ザ 科 ― ヒ ユ 科
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Ⅳ.前田遺跡における放射性庚素年代測定結果

1.試料 と方法

試 料 名  地 点 ・ 層 準      種 類   前 処 理 ・ 調 整 測 定 法

No,l  Ⅲb区        土壌   酸洗浄         β線法
高原ス コリア直下       低濃度処理

ベ ンゼ ン合成

No.l  Ⅳa区        土壌   酸洗浄         β線法
第 10層            低濃度処理

ベ ンゼ ン合成

No.l  Ⅳw区 溝 出土     木材   酸 ―アルカ リー酸洗浄   β線法
ベ ンゼ ン合成       (長 時間測定 )

No.l  Vb区        土壌   酸 一アルカ リー酸洗浄   β線法
高原ス コ リア直下       低濃度処理

ベ ンゼ ン合成

2.測定結果

試 料名  14c年 代   δ
13c  

補 正
14c年

代   暦年代       測 定 No,

(年 BP)  (‰ )   (年 BP)  交点 (lσ )    (Beta― )

No,1     1040± 60    -25,7     1030± 60       AD1010            89475
(AD980～ 1035)

No,1     1470± 80    -19,8     1560± 80       AD535             89476
(AD420～ 605)

No,1     1720± 70    -26.6     1690± 70       AD390             99574
1AD260～ 430)

No.1      990± 60    -27.9      940± 60       AD1045,1105,1115  99575
1AD980～ 1035)

1)14c年代測定値

試料の14c/12c比から、単純に現在 (1950年AD)から何年前 (BP)かを計算した値。
14cの

半減期は

5,568年 を用いた。

2)δ 13c測
定値

試料の測定
14c/12c比

を補正するための炭素安定同位体比 (13c/12c)。 この値は標準物質 (PDB)の 同

位体比からの千分偏差 (‰)で表す。

3)補正
14c年

代値

δ13c測
定値から試料の炭素の同位体分別を知り、

14c/12cの
測定値に補正値を加えた上で算出した年代。

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中
14c濃

度の変動を補正することにより算出した年代 (西暦)。 補

正には年代既知の樹木年輪の
14cの

詳細な測定値を使用した。この補正は10,000年 BPよ り古い試料には

適用できない。暦年代の交点とは、補正
14c年

代値と暦年代補正曲線との交点の暦年代値を意味する。 1

σは補正
14c年

代値の偏差の幅を補正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがつて、複数の交点が表記

される場合や、複数の lσ 値が表記される場合もある。
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第Ⅵ章  まとめ

前田遺跡は、宮崎市の北部、平野部に向け派生した低位丘陵裾部の低地に立地する。平安時代末には

宇佐宮領新名爪別符が置かれた地域として知られる。今回の調査では、霧島高原スコリア (Kr―ThS)に

覆われた土層から畦畔痕跡や方形に区画する段落ちが検出され、自然科学分析や上層断面の観察からも

水田耕作を肯定する結果が得られた。また、古墳時代後期の溝から木製農耕具大足が完形で出土した他、 「高

千穂八□」と墨書された木簡や増鍋・ふいごの羽日・鉱滓のセットでの出土など興味深い遺物が見られた。

低湿地遺跡の調査例が少ない宮崎県内において、前田遺明の調査で得られた資料は今後の研究に大いに

寄与するものとなろう。以下、調査で得られた知見について簡略ではあるがまとめを述べる。

・水田遺構について

前田遺跡の調査では、数面の水田址を確認した。年代推定の鍵層となるのはH・ Ⅲ 'V・ Ⅵ 区で検出

された霧島高原スコリアである。このスコリアは、霧島火山の東方向に分布してお り、霧島膝下の高原

町域では数 10cmの厚みで堆積している。近年、宮崎平野部の遺跡発掘調査においても確認される例が増

加し、その飛来距離は50km以上となる。従来、788年 (延暦 7年)に霧島火山御鉢火日から噴出した

ものと考えられ、霧島延暦御鉢テフラ (Kr― OhE)と 命名されてきたが、最近の研究では、加速器質量分

析法による放射性炭素年代測定の結果などから10～ 13世紀に噴出したものと指摘されている(1)。 なお、

高原町広原地区遺跡群の荒迫遺跡では、この高原スコリア下層より10世紀代と思われる土師器が出土 し

ている② 。こうした年代観に従えば、前田遺跡で検出された高原スコリア被覆の水田址は、平安時代中

期～後期のものと推定されよう。この水田耕作層は、黒色の泥炭質層を母材としている。自然科学分析

の結果では、イネのプラントオパール以外にマコモ属が多 く検出され、層の形成当時は水湿地の環境で

あつたことが推定されている。高原スコリアが確認された調査区のうち、Ⅱ・Ⅲ・V区では直下の泥炭

質土からイネのプラントオパールが検出され、畦畔痕跡や畦畔状の段落ちが確認されている。Ⅵ・Ⅶ 区

においては、プラントオパールは検出されず、畦畔等 も確認されなかった。また、各調査区ともに高原

スコリアの上層からはイネのプラントオパールが検出され、耕作による攪拌も確認されている。こうし

たことから、スコリア降下以前は湿地の縁辺部 (H～ V区)で稲作が行われ、スコリア降下後にⅥ・Ⅶ

区 (地形的に見て、湿地の中心部方向)ま で耕作地が拡大されたものと考えられる。以後は、継続 して

水田が営まれ現代に至っている。付近には河川等もないことから、復旧困難で一時耕作を放棄するほど

の洪水等は無かつたようである。このことは、ある時点での耕作が下層の水田を攪拌することとな り、

平面的な精査による畦畔等の検出を困難にする一因となっている。なお、Ⅳw区で検出された大足を出

上した溝は、水田に伴う水路の可能性が指摘されている。大足に伴って出上した土器から6世紀後半の

年代が与えられる。溝の北側数mの位置には、地山のシル ト岩層が一部表出する部分が見られ、その上

面には起耕痕が観察された。溝に伴う古墳時代後期の水田址であった可能性が残る。しかし、他調査区

でのトレンチ調査では、高原スコリアを上下する層よりも下位には耕作の可能性を示す土層は観察されず、

自然科学分析の結果からも稲作の可能性のある層は確認されなかった。このことから、古墳時代 に遡る

水田耕作が行われていたとしても小規模なもので、この地域の本格的な水田開発は高原スコリア降下を

前後する時期から開始されたものと考えられる。

宮崎県内での水田址の検出例は多いとは言えない。近年、低地での調査が増加したものの、洪水砂等に



パ ックされた状態での水田址は稀で、粘質土中での水田検 出は困難を極めている。都城市横市町の鶴喰

遺跡では、桜島 3テフラ (文明の白ボラ、 1471年噴出)にパ ックされた水田が検出された⑤ 。畦畔を伴

う水田址 には、荒起 こしの鋤痕が残 る部分が見 られ、耕作技術の復元に加 えて火山灰降下の季節さえも

検討 し得 る好資料 として注 目される。宮崎郡佐土原町の伊賀給遺跡では、砂丘上に営 まれた水田址が検

出された的。高原スコリアに覆われた古代末の大畦畔と、さらに下層の水田区画 (2～ 3m程度の小区画)

が検出されている。年代根拠が希薄であるものの、弥生時代 まで遡る可能性 もあ り、その立地 とともに

注目される遺跡である。

・出土遺物について

前田遺跡の出土遺物は、Ⅳw区の溝出上の ものを除 き全て水田耕作上中か らの出上であ り、明確な遺

構に伴 うものではない。水田耕作 も連続 して行われているため、上下の移動 もあ り異時期の遺物が混在

している状況であつた。その中で も注目される遺物について若千の記述を行 う。

121は、Ⅳw区溝出上の大足である。県内での出土は初である。この大足には各部の成形に工夫が見 ら

れ、他府県で出上 しているもの と比 して技術的な相違 も確認 された。 2本 の枠木 に穿たれた貫通孔 は、

10本の桟木に対して両端と下駄部を固定するものの4ヵ 所のみである。他の6本の桟木に対しては未貫

通の孔を用意し、枠本で挟み込む形を取つている。 4ヵ 所の貫通孔に差し込まれた桟木は、枠木の上面

から打ち込まれた木釘で固定している。また、枠木と桟木の接合各部には、薄い板状木片が桟木を巻 く

ように差し込まれていた。接合部の揺らぎを無 くし強度を増すための工夫と思われる。桟木は、断面菱

形に成形されている (下駄部を乗せる中央 2本のみは、上方を平らにする断面三角形)。 これは、土中

への踏み込みと引き上げの際の抵抗を減らすための工夫であろう。材は、木釘・詰め物の木片を含め大

部分がコウヤマキであり、下駄部のみがヨナラ属アカガシ亜属の広葉樹である。他府県出上の大足で通

有の技法としては、全ての桟木に対して枠木の貫通孔が用意され、楔を打ち込むことにより固定するも

のである。前田遺跡の大足は、明らかに作成技法を異にした特異なものと言えよう。

45は Ⅳ b区出上の本簡である。片面に 「高千穂八□」の墨書が見られる。中近世の遺物が混在する4

層からの出上であり、時期を決定し得ない⑤。宮崎県内には三カ所の高千穂が存在する。一方は宮崎・鹿

児島県境にそびえる霧島連山の高千穂峰であり、他方は宮崎・熊本・大分の三県境に位置する西臼杵郡

高千穂町である。ともに天孫降臨の地として伝承が残されている。後者は、古代の智保郷に比定されて

おり、中世には高知尾荘が置かれた。同町内三田井には高千穂八十八社の総社としての高千穂神社が所

在している。前田遺跡の木簡が意味する高千穂が、いずれの高千穂であるのかは現段階では判断し得ない。

同じくⅢb区出上の遺物として、増蝸・ふいごの羽日・鉱滓がある。蛍光X線分析を行つたが、Si(珪

素)、 Al(ア ルミニウム)、 Fe(鉄 )、 K(カ リウム)その他の元素が検出された。これらは自然の礫

や砂・粘土中に含まれるものと共通するもので、即座に鋳造物を断定するには至らなかつた。その中でも、

ltr蝸 内面から他に比して高い値のCu(鋼 )力言、鉱淳からは他に比して高い値のFeが検出されている。宮

崎県内出上のltI蝸 に対して同様の成分分析が行われた例として、宮崎市天神山出上のものと、佐土原町

出上のものがある0。 両者ともにCu、 Fe、 Zn(亜鉛)が多く検出され、鋳造物は真鍮と推定されている。

前田遺跡の資料からは、Znも 検出されているものの微量である。Znはイオン化傾向の強い元素であり、

長期間水分に接しているとイオン化し流出する可能性もある。推定の域を出ないが、前田遺跡が水田址
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であり多量の水分にさらされていた状況を考慮すると、増蝸により鋳造されたものが真鍮であつた可能

性を指摘しておきたい。

その他、前田遺跡出土遺物中で注目されるものとして、57の 白磁小不、60の緑釉陶器碗、73の須恵器

片がある。57の高台内には 「八」の墨書が見られる。宮崎県内の墨書土器は、現在までのところ486点

が確認されている (刻書・朱書を含む)m。 大部分が 9世紀代の土師器や黒色土器に墨書されるもので

あるが、中世の城跡や集落から輪宝や呪符を記 した上師器や数字や吉祥句を記した陶磁器 も見 られる。

多 くは14～ 15世紀代に位置付けられ、前田遺跡のものも同様である。60は、風化により釉薬が剥離して

いるものの高台の付け根部分に緑釉が遺存する。緑釉陶器 も県内においては出土例の少ない遺物である。

これまでに10数力所の遺跡から出上しているに過ぎない。73は、内外の器面調整からみて須恵器壺の頸

部付近の破片である。外面に壺の日縁部が融着していることから、破片を焼成時の台として二次利用し

たものと思われる。かかる遺物が流通することは想定し難 く、窯跡付近での出上が通常であろうが、現

在まで前田遺跡の付近には須恵器窯の存在は知られていない。既知の須恵器窯で最も近いのは、前田遺

跡から北へ約 7kmに位置する佐土原町の下村窯跡である0。

・新名爪別符について

11世紀の第 2四半期を画期として、中世的な領域型荘園が形成され始める。それまでの 「荘 (庄 )」

と呼ばれる存在が、耕地とその収益に対する権利を指す ものであつたのに対して、集落や山野・河川・

道などを含んだ地域全体が、独立した支配と収奪の単位となる新しい形態の荘園である。こうした領域

型荘園の成立・増加に並行して、国衛の支配地域にも類似した独立性の強い支配単位が現れる。荘園に

対して公領あるいは国衛領と称され、荘園と公領を単位 とした土地制度や支配体制を荘園公領制と呼ぶ。

荘園公領制は鎌倉時代に最盛期を迎えるが、中世を通して存続し最終的に崩壊するのは戦国時代に入つ

てのことである。

別符とは、領域型荘園の一形態で、既に成立している荘園 (本庄)に対し、新たな開発を契機として

まとまりを持つた領域を指す。正確には、開発領主に与えられた国司免符や院庁下文等の別納免符を指

すが、一般には別納が行われる土地という意味合いで使われる。

新名爪別符は、九州一円で広大な荘園群を支配した豊前宇佐宮の所領である。多くの別符が本庄内、ま

たは私領にたてられたのとは異なり、封田・封民の代として国司の公験により公領内に開発されたもの

である。 「宇佐神領大鏡」9に よれば、治暦 2年 (1063年)に国司菅原義資の公験によって 「封民八人之

代」として 「差四至進宮荒野之間、所開発」とある。つまり、国司盲原義資が封民の欠員 8人分を埋め

あわせるため、荒野の四方を区切 り神領として寄進し開発を進めたというものである。

新名爪別符の範囲と開発に関しては、海老澤哀と永井哲雄の研究がある(1。。海老澤は、別符とは完結

した用水体系を持つ開発単位とした上で、新名爪別符=「 日向地誌」所載の新名爪村との考えを示 した。

これに対し永井は、元禄 3年 (1690年、佐土原藩島津久寿の分知により新名爪村から芳士村が分けられ

た)以前に新名爪村という場合は、 「日向地誌」にいう新名爪村と芳士村を合わせた範囲であるという

指摘を行っている。

新名爪別符に関する基礎資料 として、新名爪八幡宮(11)所蔵の応永 3年 (1396年 )「新名爪別符御内

検取帳」 (以下、 「内検取帳」と略す)力 Sあ る。これに記載された別符内の地名には、現存の地名 と共
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通するものが数多 く見られる。また、別符内の景観復元にも有用な資料である。 「内検取帳」に見られ

る地名には 「迫」 「堤」の付 くものが多い。薦迫・柿迫・西迫・寒水迫・長迫・湯穴迫、坂堤 。小堤・

堤尻・堤内などがある。また、牟多田と称される部分 も多 く、江戸末期の絵図には中牟田・西牟田・小

牟田という地名が見受けられる。これらをもとに新名爪別符の水田景観を考えると、丘陵の迫に築かれ

た人工の堤による溜め池により濯漑される水田、その下流平地部に広がる水田、点在する牟田 (低湿地)

の水田の二つの部分から構成されていたものと思われる。

地名から想起されるもう一つの問題は、条里制 (あ るいは条里地割)についてである。 「内検取帳」

には、坂堤里・青水里・芳士里などの 「里」地名や、大坪・中坪・七郎坪・久木坪などの 「坪」地名も

数多 く見られる。現在まで、新名爪地区はもとより県内では条里地割が確認されておらず、わずかに残

る地名をもとに推測されていたに過ぎない(1動。新名爪別符の推定範囲内に、これだけ多 くの関連地名が

集中することは、少なくとも別符内には条里地割が存在していたものと推定される。今後、各遺跡で確

認された畦畔や段落ちによる区割 りの方向性を、他遺跡で検出されたものと比較検討することにより問

題解決の糸口が見つかるものと思われる。
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前田遺跡遠景 (南か ら) 遺跡近景 (南 から)

H区全景 Ⅲ区全景 (4層上面 )

Ⅳe区・Ⅳw区全景 V区・Ⅵ 区全景 (北か ら)



―lr ―

・  ` i「 く■|  
ウ

I区西壁土層断面

|li l■蕨i

阻a区東壁土層断面

Ha区東壁土層断面

II b区 7層上面 (足跡 ?)

Ⅲb区水没 !!
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Ⅳa区8層上面 Ⅳa区8層上面小Pit

Ⅳw区清大足出土状況 Ⅳw区溝埋土土層断面

Ⅳw区古墳時代大畦 ?

Va区 6層上面 Ⅵ 区Kr―ThS下土層断面
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プ 0
H区出土遺物

鰯
″

℃

Ⅲb区出土青磁・白磁外面 Ⅲb区出土染付 (2)外面

Ⅲb区出土須恵器

葵

�
 軒

同上 内面
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Ⅲb区出土陶器・瓦外面

Ⅲb区出土増鍋・ふいご羽日・鉱滓

同左 内面

同左 内面

0 島

Ⅲb区・Ⅳa区 出土鉄製品
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Ⅳw区濤出土大足

空ギ
1ゞ

==1畿
年:負|

大足出土状況 ホゾ穴詰め もの

木釘接合部 (1) 木釘接合部 (2)



Ⅲb区・Ⅳw区・Ⅵb区出土木簡・木製品

Ⅳw区濤出土甑 Ⅳw区溝出土甕外面

同左 裏面

Ⅳw区出土壷底部 (2)
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Ⅳw区溝出上高邦

Ⅳw区溝出土甕

０

∞

Ⅳw区溝出土邪 (2)

Ⅳw区清出土lTh(1)

∝ ∞

∴磯

Ⅳw区溝出土土師器底部

Ⅳw区溝出土邪 (3)
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4韻Ⅷ

Ⅳa区 出土青磁 。自磁・陶器

∞

Ⅳa区出土 白磁 墨書 「八」

Ⅳw区 ・Ⅳe出土青磁

Ⅷ

覇

Ⅳw区 出土須恵器外面

0

Va区・Ⅶ区出土土師器

Va区 出土須恵器
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